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(54)【発明の名称】 立体表示装置

(57)【要約】
【課題】  表示パネルの表示画像を、クロストーク領域
を抑制しつつ良好に立体視し得る立体表示装置を提供す
ることを目的とする。
【解決手段】  液晶パネル１０の複数条の走査電極のう
ち中央に位置する両走査電極Ｙ１（１）、Ｙ２（１）か
ら両外側に位置する各走査電極Ｙ１（ｎ）、Ｙ２（ｎ）
にかけてそれぞれ逆方向に線順次走査しながら走査電極
上の画素に左右両眼用の視差を含む画像データを書き込
み、この書き込み画像データを上記線順次走査される走
査電極に保持し、この保持画像データを消去するように
複数条の走査電極を制御することで、クロストーク領域
を表示面の縁に追いやる。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  互いに並行に配置される複数条の走査電
極（Ｙ１（１）乃至Ｙ１（ｎ）、Ｙ２（１）乃至Ｙ２
（ｎ））と、複数個の画素をマトリクス状に形成するよ
うに前記複数条の走査電極と交差して配置される複数条
の信号電極（Ｘ１（１）乃至Ｘ１（ｍ）、Ｘ２（１）乃
至Ｘ２（ｍ））とを有する表示パネル（１０）と、
前記複数条の走査電極を前記表示パネルの上半分に位置
する第１の走査電極群と下半分に位置する第２の走査電
極群に分け、前記第１及び第２の走査電極群の複数条の
走査電極を互いに逆方向に順次走査しながら走査電極上
の画素に左右両眼用各画像データを一フィールド毎に切
り換えて書き込み、この書き込み画像データを前記走査
される走査電極に保持するように前記複数条の走査電極
を制御する走査電極制御手段（３０、５０、７０ａ乃至
７０ｆ）と、
この走査電極制御手段による走査と同期して、前記複数
条の信号電極に前記画像データを付与するように当該複
数条の信号電極を制御する信号電極制御手段（２０、３
０、６０、８０ａ、８０ｂ）とを備えて、
前記走査電極制御手段及び信号電極制御手段による制御
のもと、前記複数の画素により前記左右両眼用各画像デ
ータを立体視可能に前記一フィールド毎に切り換えてマ
トリクス表示するようにした立体表示装置。
【請求項２】  前記走査電極制御手段は、前記第１の走
査電極群の複数条の走査電極における走査方向と前記第
２の走査電極群の複数条の走査電極における走査方向と
が互いに離れる方向となるように前記各複数条の走査電
極を走査するように制御することを特徴とする請求項１
に記載の立体表示装置。
【請求項３】  前記走査電極制御手段は、前記第１及び
第２の走査電極群の各複数条の走査電極の第１行から最
終行まで第１の期間（Δｔ）経過するごとに前記各画像
データのうちの一方の眼用画像データを順次書き込んで
行き、前記最終行に前記一方の画像データを書き始めて
から前記第１の期間よりも長い第２の期間（ＬΔｔ）経
過した後に前記第１行に前記各画像データのうちの他方
の眼用画像データを書き込むことを特徴とする請求項２
に記載の立体表示装置。
【請求項４】  互いに並行に配置される複数条の走査電
極（Ｙ１（１）乃至Ｙ１（ｎ）、Ｙ２（１）乃至Ｙ２
（ｎ））と、複数個の画素をマトリクス状に形成するよ
うに前記複数条の走査電極と交差して配置される複数条
の信号電極（Ｘ１（１）乃至Ｘ１（ｍ）、Ｘ２（１）乃
至Ｘ２（ｍ））とを有する表示パネル（１０）と、
前記複数条の走査電極を順次走査しながら走査電極上の
画素に左右両眼用各画像データを一フィールド毎に切り
換えて書き込み、この書き込み画像データを前記走査さ
れる走査電極に保持し、この保持画像データを消去する
ように前記複数条の走査電極を制御する走査電極制御手
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段（３０、５０、７０ａ乃至７０ｆ）と、
この走査電極制御手段による走査と同期して、前記複数
条の信号電極に前記画像データを付与するように当該複
数条の信号電極を制御する信号電極制御手段（２０、３
０、６０、８０ａ、８０ｂ）とを備えて、
前記走査電極制御手段及び信号電極制御手段による制御
のもと、前記複数の画素により前記左右両眼用各画像デ
ータを立体視可能に前記一フィールド毎に切り換えてマ
トリクス表示するようにした立体表示装置であって、
前記走査電極制御手段は、前記複数条の走査電極の第１
行から最終行まで第１の期間（Δｔ）経過するごとに前
記各画像データのうちの一方の眼用画像データを順次書
き込んで行き、前記最終行に前記一方の眼用画像データ
を書き始めてから前記第１の期間よりも長い第２の期間
（ＬΔｔ）経過した後に前記第１行に前記両画像データ
のうちの他方の眼用画像データを書き込むようにした立
体表示装置。
【請求項５】  右眼用シャッタ（４２）と左眼用シャッ
タ（４１）を備え、前記右眼用シャッタと左眼用シャッ
タの開閉状態を切り換えることにより右眼又は左眼を前
記表示パネルを視認可能とする液晶シャッタ眼鏡手段
（３０、４０、９０）を備えることを特徴とする請求項
１乃至４のいずれか一つに記載の立体表示装置。
【請求項６】  右眼用シャッタ（４２）と左眼用シャッ
タ（４１）を備え、前記右眼用シャッタと左眼用シャッ
タの開閉状態を切り換えることにより右眼又は左眼を前
記表示パネルを視認可能とする液晶シャッタ眼鏡手段
（３０、４０、９０）を備え、
この液晶シャッタ眼鏡手段は、前記第１及び第２の走査
電極群の複数条の走査電極の１行（Ｙ１（１）、Ｙ２
（１））に前記画像データを書き込むタイミングに同期
して前記右眼用シャッタ及び左眼用シャッタの開閉状態
を共に切り換えることを特徴とする請求項１に記載の立
体表示装置。
【請求項７】  前記走査電極制御手段は、第１の走査電
極群の複数条の走査電極における走査方向と前記第２の
走査電極群の複数条の走査電極における走査方向とが互
いに近づく方向となるように前記複数条の走査電極を制
御するものであり、
前記液晶シャッタ眼鏡手段は、前記第１及び第２の走査
電極群の複数条の走査電極の最終行（Ｙ１（１）、Ｙ２
（１））に書き込まれた前記画像データが消去されるタ
イミングに同期して前記右眼用シャッタ及び左眼用シャ
ッタの開閉状態を共に切り換えることを特徴とする請求
項６に記載の立体表示装置。
【請求項８】前記液晶シャッタ眼鏡手段は、
板状の不透明な眼鏡部（９１）と、この眼鏡部に形成し
た左右の両開口部（９１ａ、９１ｂ）に対向して並行に
かつ回動可能に支持された左右の両板状回動部（９２、
９３）と、これら両板状回動部に形成した各開口部（９
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２ｂ、９３ｂ）にはめ込まれて交互に前記表示パネルを
視認可能にする各液晶シャッタ部（９４、９５）とを有
する眼鏡本体（９０ａ）と、
前記各液晶シャッタ部が有する入射側偏光軸を、前記表
示パネルが有する出射側偏光軸に一致させるように、前
記両回動部を回動する回動手段（９２ａ、９３ａ）とを
備えていることを特徴とする請求項５乃至７のいずれか
一つに記載の立体表示装置。
【請求項９】  前記回動手段は、前記両板状回動部の各
下部に設けた各錘であって、これら各錘は、その自重に
より、前記各液晶シャッタ部の入射側偏光軸を前記表示
パネルの出射側偏光軸に一致させるように、前記両板状
回動部を回動することを特徴とする請求項８に記載の立
体表示装置。
【請求項１０】  前記走査電極制御手段は、前記第１及
び第２の走査電極群の複数条の走査電極の第１行から最
終行まで第１の期間（Δｔ）経過する毎に前記画像デー
タのうち一方の眼用画像データを順次書き込んで行き、
前記液晶シャッタ眼鏡手段は、前記第１及び第２の走査
電極群の複数条の走査電極の第１行（Ｙ１（１）、Ｙ２
（１））に前記画像データのうちの一方の眼用画像デー
タが書き込まれたタイミングから１フィールド前の最終
行（Ｙ１（ｎ）、Ｙ２（ｎ））に書き込まれた前記画像
データのうちの他方の眼用画像データが消去されるタイ
ミングまで前記右眼用シャッタ及び左眼用シャッタを共
に閉じることを特徴とする請求項５に記載の立体表示装
置。
【請求項１１】  前記走査電極制御手段は、前記各走査
電極の走査を、隣りあう複数の走査電極毎に行うように
なされることを特徴とする請求項１に記載の立体表示装
置。
【請求項１２】  前記信号電極駆動手段は、前記逆方向
の各走査における前記第１及び第２の走査電極群の各最
終側の走査電極の走査に伴い、同一の画像データを左眼
用及び右眼用の画像データとして前記表示パネルに表示
するようになされることを特徴とする請求項１に記載の
立体表示装置。
【請求項１３】  前記表示パネルは、前記複数条の走査
電極及び複数条の信号電極に加え、印加電圧の増減に応
じて透過率を増減させる透過率－電圧特性の液晶を有す
る液晶パネルであって、
前記走査電極制御手段は、前記書き込み画像データを保
持するために保持電圧を前記走査される走査電極に印加
し、かつこの保持電圧を、前記透過率－電圧特性におけ
る電圧幅の中央値よりも低くするように制御することを
特徴とする請求項１乃至１２のいずれか一つに記載の立
体表示装置。
【請求項１４】  前記画像データを出力する画像データ
出力手段（２０）を備えており、
この画像データ出力手段は、前記画像データのうち、前
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記逆方向の各線順次走査における前記第１及び第２の走
査電極群の各最終側の走査電極の走査に対応する画像デ
ータを、左眼用及び右眼用の同一の画像データとして出
力することを特徴とする請求項１に記載の立体表示装
置。
【請求項１５】  前記走査電極制御手段は、前記画像デ
ータを前記第１及び第２の走査電極群の複数条の走査電
極に書き込んだ後、該画像データを所定時間保持し、そ
の後消去することを特徴とする請求項１に記載の立体表
示装置。
【請求項１６】  前記液晶シャッタ眼鏡手段は、前記複
数の走査電極のうち最初の走査電極上の画素に一方の眼
用の画像データを書き込むときから前記複数の走査電極
のうち前記最初の走査電極上の画素に他方の画素に他方
の眼用の画像データを書き込む直前まで、前記一方の眼
だけ前記表示パネルを視認可能とする液晶シャッタ眼鏡
手段であることを特徴とする請求項６に記載の立体表示
装置。
【請求項１７】  前記走査電極制御手段は、前記画像デ
ータの書き込み後、前記走査電圧を低くしていったとき
に、前記書き込まれた画像データの輝度が減少し始める
電圧よりも低い電圧を、前記保持電圧として、前記走査
される走査電極に印加することで行うようにしたことを
特徴とする請求項１に記載の立体映像表示装置。
【請求項１８】  前記走査電極制御手段の制御は、前記
表示パネルの画面上におけるクロストークが観察者にと
り気にならない程度に抑制される時期に、前記保持画像
データの消去の開始時期を早めることなされることを特
徴とする請求項１に記載の立体映像表示装置。
【請求項１９】  前記走査電極制御手段の制御は、前記
画像データの書き込み後、前記走査電圧を低くしていっ
たときに、前記書き込まれた画像データの輝度が減少し
始める電圧よりも低い電圧を、前記保持電圧として、前
記線順次走査される走査電極に印加するとともに前記保
持画像データの消去の開始時期を早めることで行うこと
を特徴とする請求項１７に記載の立体映像表示装置。
【請求項２０】  前記表示パネルは、前記複数条の走査
電極及び複数条の信号電極に加え、印加電圧の増減に応
じて透過率を増減させる透過率－電圧特性の液晶を有す
る液晶パネルであって、
前記走査電極制御手段の制御は、前記保持電圧を、前記
透過率－電圧特性における電圧幅の中央値よりも低くす
ることでなされることを特徴とする請求項１又は４に記
載の立体映像表示装置。
【請求項２１】  前記走査電極制御手段の制御は、前記
表示パネルの画面の半分の書き込み時点において、既に
書き込んでいる画像データを前記複数の走査電極の１ラ
イン目から消去することでなされることを特徴とする請
求項１に記載の立体映像表示装置。
【請求項２２】  前記走査制御手段の制御は、前記各画
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像データを書き込み時よりも低い輝度にて保持するよう
になされることを特徴とする請求項１に記載の立体映像
表示装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は液晶パネル等を用い
た立体表示装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】従来、この種の立体表示装置において、
眼鏡を使用しないで立体映像を表示するには、視差をも
つ右眼用及び左眼用の両画像を光学的に観察者の左右の
眼の位置で収束させる必要がある。このような光学作用
を得る方法としては、例えば、液晶パネルと観察者との
間にパララックス・バリアやレンチキュラー板を配置し
たりしていた。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】しかし、上記立体表示
装置において、パララックス・バリアやレンチキュラー
板を使用して得られる左右の各映像は、解像度の低下を
招くと同時に、パララックス・バリアの場合には、明る
さの低下を生じ、レンチキュラー板の場合には、レンズ
収差に起因するピンボケによる分離の限界を生ずる。
【０００４】また、このような問題を解決するものとし
て、左眼及び右眼に対応した左右二つの方向像を時間的
に交互に切り換えて液晶パネルに表示させ、時間切り換
えに対応して異なる方向に光を照射できる方向時分割光
源で上記各方向像を左右両眼に選択的に投影することに
より立体映像を表示する立体映像表示装置がある。
【０００５】図３７は、方向時分割光源による従来の立
体映像表示装置を上方から見た図で、方向時分割光源１
を、凸レンズ板２と左右に分割した領域３Ｌ、３Ｒで交
互に発光する分割光源３で構成することにより、左右両
眼にそれぞれ方向像が液晶パネル４を通して分離投影さ
れ、立体映像として観察できる。
【０００６】しかし、上記立体表示装置において、左右
両眼用画像を時分割により立体画像として再生表示する
にあたり、液晶パネルの表示画面における表示画像を左
右両眼用画像の一方から他方に書き換えるときに、他方
の画像を液晶パネルの表示画面の垂直方向に線順次走査
を行うと、左右両眼の一方に左右両画像が共に見えてし
まう。その結果、左右両眼に入る視差を含んだ表示画像
にいわゆるクロストークという現象が発生するという不
具合がある。
【０００７】ここで、クロストークという現象の発生原
因につき図３８に基づき詳細に説明する。左右両眼の視
差を利用して立体視を行うためには、観察者の左右両眼
に、それぞれ、視差を含んだ平面画像が見える必要があ
る。液晶パネルを用いて時分割により表示する場合、液
晶パネルの表示画像は、理想的には、図３８にて各符号
Ａ、Ｂにて示すごとく、所定の切り換え周期（例えば、
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（１／６０）（ｓｅｃ））にて、左右両画像の一方から
他方に完全に切り換わるのが望ましい。なお、図３８に
て「左」及び「右」の文字は、左眼用画像及び右眼用画
像を意味する。
【０００８】これに対し、実際に、液晶パネルの表示画
像を垂直方向に線順次走査する場合において、例えば、
液晶パネルの表示画像を右眼用画像から左眼用画像に線
順次走査により書き換えるとき、その書き換え開始時期
には、右眼用画像が、液晶パネルの表示面の明るさを良
好に確保するため、図３８にて符号Ａ１により示すごと
く、液晶パネルの表示画面の全面に表示されている。
【０００９】時間の経過に伴い左眼用画像データの液晶
パネルへの入力が進むにつれて、液晶パネルの表示画像
が、線順次走査により、図３８にて符号Ａ２、Ａ３にて
示すように、右眼用画像から左眼用画像に書き換わって
いく。
【００１０】そして、左眼用画像データの入力が終了し
たときに、液晶パネルの表示画像は、図３８にて符号Ｂ
１により示すごとく完全に左眼用画像に書き換わる。な
お、この時点は、左眼用画像から右眼用画像への書き換
え開始時点に相当する。
【００１１】その後、時間の経過に伴い右眼用画像デー
タの液晶パネルへの入力が進むにつれて、液晶パネルの
表示画像が、線順次走査により、図３８にて符号Ｂ２、
Ｂ３にて示すように、左眼用画像から右眼用画像に書き
換わっていく。そして、右眼用画像データの入力が終了
したときに、液晶パネルの表示画像は完全に右眼用画像
に書き換わる。
【００１２】ここで、上述のように、左右両画像の書き
換え周期は（１／６０Ｈｚ）であるから、液晶パネルに
おける視差を含んだ表示画像は（１／３０Ｈｚ）で切り
換わる。また、例えば、左眼用画像データの入力時間中
において液晶パネルに表示される画像を左眼により観察
すると、右眼用画像が左眼用画像に書き換えられていく
様子が視認される。換言すれば、左眼用画像データの入
力時間中において液晶パネルに表示される画像は液晶パ
ネルの表示面全体の透過光を媒体として左眼用画像及び
右眼用画像の双方として左眼により観察されることとな
る。
【００１３】このことは、左右両眼に別々に見えるべき
各画像が混在して左眼により観察されるというクロスト
ーク現象が発生することを意味する。また、右眼用画像
データの入力時間中に液晶パネルに表示される画像を右
眼で観察しても、同様に、クロストーク現象が発生す
る。
【００１４】このクロストーク現象を対策する方法とし
ては、特開平９－５１５５２号公報で開示されているよ
うに、左右の各画像の間に全画面黒表示を行って、１画
面の中の左右の両画像が混在しないようにすることも考
えられる。
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7
【００１５】しかし、この公報によるように左右の各画
像の間に全画面黒表示を行って立体映像を観察した場
合、フリッカ（映像のちらつき）が感じられるため、観
察者の疲労感をもたらす。仮に、周波数を上げてフリッ
カが感じられないようにしようとすると、おそらく、２
４０Ｈｚ以上にする必要がある。この場合、液晶パネル
の１画面を書き込む時間としては、４．１７ｍｓであ
り、走査線の数が４８０本であるとすると、１ラインの
書き込み時間は８．７μｓとなる。実際には、走査線が
４８０本では解像度が低すぎるので、時間は短くなる。
つまり、８．７μｓ以下で書き込んで、４．１７ｍｓ以
下で液晶が応答する液晶パネルでなければ成立しない。
これは、現在知られている液晶技術では不可能である。
【００１６】そこで、本発明は、以上述べたことに対処
するため、表示パネルの表示画像を、クロストークを抑
制しつつ良好に立体視しし得る立体表示装置を提供する
ことを目的とする。
【００１７】
【課題を解決するための手段】上記課題の解決にあた
り、請求項１に記載の発明によれば、互いに並行に配置
される複数条の走査電極（Ｙ１（１）乃至Ｙ１（ｎ）、
Ｙ２（１）乃至Ｙ２（ｎ））と、複数個の画素をマトリ
クス状に形成するように複数条の走査電極と交差して配
置される複数条の信号電極（Ｘ１乃至Ｘ１、Ｘ２（１）
乃至Ｘ２（ｍ））とを有する表示パネル（１０）と、複
数条の走査電極を表示パネルの上半分に位置する第１の
走査電極群と下半分に位置する第２の走査電極群に分
け、第１及び第２の走査電極群の複数条の走査電極を互
いに逆方向に順次走査しながら走査電極上の画素に左右
両眼用各画像データを一フィールド毎に切り換えて書き
込み、この書き込み画像データを上記走査される走査電
極に保持するように複数条の走査電極を制御する走査電
極制御手段（３０、５０、７０ａ乃至７０ｆ）と、この
走査電極制御手段による走査と同期して、複数条の信号
電極に画像データを付与するように当該複数条の信号電
極を制御する信号電極制御手段（２０、３０、６０、８
０ａ、８０ｂ）とを備えて、走査電極制御手段及び信号
電極制御手段による制御のもと、複数の画素により左右
両眼用各画像データを立体視可能に一フィールド毎に切
り換えてマトリクス表示するようにした立体表示装置が
提供される。
【００１８】このように、走査電極制御手段は、複数の
走査電極を走査するにあたり、当該第１及び第２の走査
電極群の各複数条の走査電極を互いに逆方向に順次走査
する。このため、視差を含む画像である左右両眼用各画
像はそれぞれ逆方向に走査電極の一行ずつずれて表示さ
れる。これに伴い、クロストーク領域が、各最終行上の
画素領域にて視認されることとなる。換言すれば、クロ
ストーク領域が表示パネルの気にならない位置に追いや
られた状態で当該表示パネルの表示面上の表示画像が立
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体視される。従って、観察者がその立体視にあたりクロ
ストーク領域が気になることがない。
【００１９】請求項２に記載の発明によれば、請求項１
に記載の立体表示装置において、走査電極制御手段は、
第１の走査電極群の複数条の走査電極における走査方向
と第２の走査電極群の複数条の走査電極における走査方
向とが互いに離れる方向となるように各複数条の走査電
極を走査するように制御する。これによっても、請求項
１に記載の発明と同様の作用効果を達成できる。
【００２０】請求項３に記載の発明によれば、請求項２
に記載の立体表示装置において、走査電極制御手段は、
第１及び第２の走査電極群の各複数条の走査電極の第１
行から最終行まで第１の期間（Δｔ）経過するごとに各
画像データのうちの一方の眼用画像データを順次書き込
んで行き、最終行に前記一方の画像データを書き始めて
から第１の期間よりも長い第２の期間（ＬΔｔ）経過し
た後に第１行に各画像データのうちの他方の眼用画像デ
ータを書き込む。これにより、クロストーク領域をより
一層狭くでき、その結果、請求項２に記載の発明の作用
効果をより一層向上できる。
【００２１】請求項４に記載の発明によれば、走査電極
制御手段は、複数条の走査電極の第１行から最終行まで
第１の期間（Δｔ）経過するごとに各画像データのうち
の一方の眼用画像データを順次書き込んで行き、最終行
に一方の眼用画像データを書き始めてから第１の期間よ
りも長い第２の期間（ＬΔｔ）経過した後に第１行に前
記両画像データのうちの他方の眼用画像データを書き込
む。
【００２２】これにより、請求項１に記載の発明とは異
なり、シングルスキャンのもののように、複数の走査電
極を単に線順次走査するものであっても、請求項１に記
載の発明の場合と同様に、クロストーク領域により影響
されることなく、表示パネルの表示画像を良好に立体視
できる。
【００２３】請求項５に記載の発明によれば、請求項１
乃至４のいずれか一つに記載の立体表示装置において、
右眼用シャッタ（４２）と左眼用シャッタ（４１）を備
え、右眼用シャッタと左眼用シャッタの開閉状態を切り
換えることにより右眼又は左眼を表示パネルを視認可能
とする液晶シャッタ眼鏡手段（３０、４０、９０）を備
える。これにより、請求項１乃至４のいずれか一つに記
載の発明の作用効果をより一層確実にし得る。
【００２４】請求項６に記載の発明によれば、請求項１
に記載の立体表示装置において、右眼用シャッタ（４
２）と左眼用シャッタ（４１）を備え、右眼用シャッタ
と左眼用シャッタの開閉状態を切り換えることにより右
眼又は左眼を表示パネルを視認可能とする液晶シャッタ
眼鏡手段（３０、４０、９０）を備え、この液晶シャッ
タ眼鏡手段は、第１及び第２の走査電極群の複数条の走
査電極の１行（Ｙ１（１）、Ｙ２（１））に前記画像デ
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9
ータを書き込むタイミングに同期して右眼用シャッタ及
び左眼用シャッタの開閉状態を共に切り換える。これに
より、請求項１に記載の発明の作用効果をより一層確保
できる。
【００２５】請求項７に記載の発明によれば、請求項６
に記載の立体表示装置において、走査電極制御手段は、
第１の走査電極群の複数条の走査電極における走査方向
と第２の走査電極群の複数条の走査電極における走査方
向とが互いに近づく方向となるように複数条の走査電極
を制御するものであり、液晶シャッタ眼鏡手段は、第１
及び第２の走査電極群の複数条の走査電極の最終行（Ｙ
１（１）、Ｙ２（１））に書き込まれた前記画像データ
が消去されるタイミングに同期して前記右眼用シャッタ
及び左眼用シャッタの開閉状態を共に切り換える。
【００２６】このように、第１及び第２の走査電極群の
走査電極を互いに近づくように走査するものであって
も、クロストーク領域を気にならない位置に追いやるこ
とができ、その結果、請求項６に記載の発明の作用効果
をより一層向上できる。
【００２７】請求項８に記載の発明によれば、請求項５
乃至７のいずれか一つに記載の立体表示装置において、
液晶シャッタ眼鏡手段は、板状の不透明な眼鏡部（９
１）と、この眼鏡部に形成した左右の両開口部（９１
ａ、９１ｂ）に対向して並行にかつ回動可能に支持され
た左右の両板状回動部（９２、９３）と、これら両板状
回動部に形成した各開口部（９２ｂ、９３ｂ）にはめ込
まれて交互に表示パネルを視認可能にする各液晶シャッ
タ部（９４、９５）とを有する眼鏡本体（９０ａ）と、
各液晶シャッタ部が有する入射側偏光軸を、表示パネル
が有する出射側偏光軸に一致させるように、両回動部を
回動する回動手段（９２ａ、９３ａ）とを備えている。
【００２８】これにより、液晶シャッタ眼鏡を顔部にか
けた観察者がその顔部を上下方向に傾けても、回動手段
が、各液晶シャッタ部の入射側偏光軸を表示パネルの出
射側偏光軸に一致させるように、両回動部を回動するの
で、表示パネルの表示画像を各液晶シャッタ部の少なく
とも一方を通して明るい状態で視認できる。
【００２９】請求項９に記載の発明によれば、請求項８
に記載の立体表示装置において、回動手段は、両板状回
動部の各下部に設けた各錘であって、これら各錘は、そ
の自重により、各液晶シャッタ部の入射側偏光軸を表示
パネルの出射側偏光軸に一致させるように、両板状回動
部を回動する。これにより、請求項８に記載の発明の作
用効果をより一層確実に達成できる。
【００３０】請求項１０に記載の発明によれば、請求項
５に記載の発明において、走査電極制御手段は、第１及
び第２の走査電極群の複数条の走査電極の第１行から最
終行まで第１の期間（Δｔ）経過する毎に画像データの
うち一方の眼用画像データを順次書き込んで行き、液晶
シャッタ眼鏡手段は、第１及び第２の走査電極群の複数
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条の走査電極の第１行（Ｙ１（１）、Ｙ２（１））に画
像データのうちの一方の眼用画像データが書き込まれた
タイミングから１フィールド前の最終行（Ｙ１（ｎ）、
Ｙ２（ｎ））に書き込まれた画像データのうちの他方の
眼用画像データが消去されるタイミングまで右眼用シャ
ッタ及び左眼用シャッタを共に閉じる。
【００３１】これにより、請求項５に記載の発明の作用
効果をより一層向上できる。
【００３２】請求項１１に記載の発明によれば、請求項
１に記載の立体表示装置において、走査電極制御手段の
制御は、各走査電極の走査を、隣りあう複数の走査電極
毎に行うようになされる。これにより、走査電極の全走
査時間が短縮されるので、フレーム周期を大幅に短縮し
つつ請求項１に記載の発明の作用効果を達成できる。
【００３３】請求項１２に記載の発明によれば、請求項
１に記載の立体表示装置において、信号電極駆動手段の
制御は、上記逆方向の各線順次走査における第１及び第
２の走査電極群の各最終側の走査電極の走査に伴い、同
一の画像データを左眼用及び右眼用の画像データとして
表示パネルに表示するようになされる。
【００３４】これにより、各最終側の走査電極の走査に
伴い表示パネルに表示される画像は左眼用及び右眼用共
に同一の画像となるので、観察者がこの同一の画像を両
眼で見てもクロストークを感ずることがない。その結
果、請求項１に記載の発明と実質的に同様の作用効果を
達成できる。
【００３５】請求項１３に記載の発明によれば、請求項
１乃至１２のいずれか一つに記載の立体表示装置におい
て、表示パネルは、複数条の走査電極及び複数条の信号
電極に加え、印加電圧の増減に応じて透過率を増減させ
る透過率－電圧特性の液晶を有する液晶パネルであっ
て、走査電極制御手段の制御は、書き込み画像データを
保持するために保持電圧を上記線順次走査される走査電
極に印加し、かつこの保持電圧を、透過率－電圧特性に
おける電圧幅の中央値よりも低くするようになされてい
る。
【００３６】これにより、保持期間において液晶の透過
率が低下して液晶パネルの表示面の明るさが低下する。
その結果、クロストーク領域の明るさも低下するので、
液晶パネルの表示画像の視認性に対するクロストーク領
域の悪影響がより一層低減される。
【００３７】また、請求項１４に記載の発明によれば、
請求項１に記載の立体表示装置において、上記画像デー
タを出力する画像データ出力手段（２０）を備えてお
り、この画像データ出力手段は、上記画像データのう
ち、上記逆方向の各線順次走査における第１及び第２の
走査電極群の各最終側の走査電極の走査に対応する画像
データを、左眼用及び右眼用の同一の画像データとして
出力する。
【００３８】これによっても、各最終側の走査電極の走
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査に伴い表示パネルに表示される画像は左眼用及び右眼
用共に同一の画像となるので、観察者がこの同一の画像
を両眼で見てもクロストークを感ずることがない。その
結果、請求項１に記載の発明と実質的に同様の作用効果
を達成できる。
【００３９】請求項１５に記載の発明によれば、請求項
１に記載の発明において、走査電極制御手段は、画像デ
ータを第１及び第２の走査電極群の複数条の走査電極に
書き込んだ後、画像データを所定時間保持し、その後消
去する。これにより、請求項１に記載の発明と同様の作
用効果を達成できる。
【００４０】また、請求項１６に記載の発明によれば、
請求項６に記載の発明において、液晶シャッタ眼鏡手段
は、複数の走査電極のうち最初の走査電極上の画素に一
方の眼用の画像データを書き込むときから複数の走査電
極のうち最初の走査電極上の画素に他方の画素に他方の
眼用の画像データを書き込む直前まで、一方の眼だけ表
示パネルを視認可能とする。これによっても、請求項６
に記載の発明と同様の作用効果を達成できる。
【００４１】請求項１７に記載の発明によれば、請求項
１に記載の発明において、走査電極制御手段の制御は、
画像データの書き込み後、走査電圧を低くしていったと
きに、上記書き込まれた画像データの輝度が減少し始め
る電圧よりも低い電圧を、保持電圧として、上記線順次
走査される走査電極に印加することで行う。
【００４２】これにより、一度画像データ像を書き込ま
れた画素の輝度は、次の画像データの書き込みまでに、
１００％の状態を保持されることなく、低下する。その
結果、保持データの明るさが低下するので、観察者によ
り視認されるクロストークが抑制される。よって、観察
者が表示パネルの表示画像を立体視するにあたり、クロ
ストークが気になることがない。
【００４３】請求項１８に記載の発明によれば、請求項
１に記載の発明において、走査電極制御手段の制御は、
表示パネルの画面上におけるクロストークが観察者にと
り気にならない程度に抑制される時期に、保持画像デー
タの消去の開始時期を早めることで行う。これにより、
クロストークが抑制され、請求項１に記載の発明と同様
の作用効果を達成できる。
【００４４】請求項１９に記載の発明によれば、請求項
１７に記載の発明において、走査電極制御手段の制御
は、画像データの書き込み後、走査電圧を低くしていっ
たときに、上記書き込まれた画像データの輝度が減少し
始める電圧よりも低い電圧を、保持電圧として、上記線
順次走査される走査電極に印加するとともに上記保持画
像データの消去の開始時期を早めることで行う。
【００４５】これにより、請求項１及び１７に記載の両
作用効果を相乗的に確保できる。
【００４６】請求項２０に記載の発明によれば、請求項
１又は４に記載の発明において、表示パネルは、複数条
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の走査電極及び複数条の信号電極に加え、印加電圧の増
減に応じて透過率を増減させる透過率－電圧特性の液晶
を有する液晶パネルであって、走査電極制御手段の制御
は、保持電圧を、透過率－電圧特性における電圧幅の中
央値よりも低くすることでなされる。
【００４７】これにより、書き込み画像データの保持を
する期間において、液晶パネルの表示画面の明るさが低
下する。その結果、クロストークが抑制されて、保持電
圧を低くする観点からの作用効果が、請求項１又は４に
記載の発明と同様に達成され得る。
【００４８】請求項２１に記載の発明によれば、請求項
１に記載の発明において、走査電極制御手段の制御は、
表示パネルの画面の半分の書き込み時点において、既に
書き込んでいる画像データを複数の走査電極の１ライン
目から消去するように行うことでなされる。これによ
り、請求項１に記載の発明の作用効果をより一層確実に
達成できる。
【００４９】請求項２２に記載の発明によれば、請求項
１に記載の発明において、走査電極制御手段は、上記画
像データを書き込み時よりも低い輝度にて保持する。こ
れにより、クロストークが抑制され、請求項１に記載の
発明と実質的に同様の作用効果を達成できる。
【００５０】なお、上記各手段の括弧内の符号は、後述
する実施形態に記載の具体的手段との対応関係を示すも
のである。
【００５１】
【発明の実施の形態】以下、本発明の各実施形態を図面
に基づき説明する。
（第１実施形態）図１は、本発明に係るマトリクス型立
体表示装置の一実施形態の全体回路構成を示している。
この立体表示装置は、デュアルスキャン方式を採用した
ものであって、当該立体表示装置は、図１乃至図３にて
示すごとく、液晶パネル１０を備えている。この液晶パ
ネル１０は、両電極基板１０ａ、１０ｂの間に反強誘電
性液晶１０ｃを封入するとともに、両電極基板１０ａ、
１０ｂの各外表面に各偏光板１０ｄ、１０ｅを貼り付け
て構成されている。
【００５２】電極基板１０ａは、透明なガラス基板１１
を有しており、このガラス基板１１の内表面には、２ｍ
条のカラーフィルタ層１２（Ｒ、Ｇ、Ｂからなる）、各
ｍ条の透明導電膜１３ａ、１３ｂ（図３参照）及び配向
膜１４が順次形成されている。一方、電極基板１０ｂ
は、透明なガラス基板１５を有しており、このガラス基
板１５の内表面には、２ｎ条の透明導電膜１６及び配向
膜１７が順次形成されている。なお、各ｍ条の透明導電
膜１３ａ、１３ｂのうち互いに行方向において対応する
各両透明導電膜１３ａ、１３ｂが、それぞれ、同一列を
構成する。
【００５３】ここで、ｍ条の透明導電膜１３ａ及びｎ条
の透明導電膜１６は、反強誘電性液晶１０ｃと共に、図
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４にて例示するようなｍ×ｎ個の画素Ｇ（１，１）、Ｇ
（１，２）、・・・、Ｇ（ｍ，ｎ）を形成するように、
互いに交差して配置されている。また、ｍ条の透明導電
膜１３ｂ及びｎ条の透明導電膜１６は、反強誘電性液晶
１０ｃと共に、図５にて例示するようなｍ×ｎ個の画素
ｇ（１，１）、ｇ（１，２）、・・・、ｇ（ｍ，ｎ）を
形成するように、互いに交差して配置されている。
【００５４】また、ｍ条の透明導電膜１３ａが、図１に
て示すｍ条の信号電極Ｘ１（１）乃至Ｘ１（ｍ）に相当
するとともに、ｍ条の透明導電膜１３ｂが、図１にて示
すｍ条の信号電極Ｘ２（１）乃至Ｘ２（ｍ）に相当す
る。一方、ｎ条の透明導電膜１６が、図１にて示すｎ条
の走査電極Ｙ１（１）乃至Ｙ１（ｎ）に相当するととも
に、他のｎ条の透明導電膜１６が、図１にて示すｎ条の
走査電極Ｙ２（１）乃至Ｙ２（ｎ）に相当する。これに
より、液晶パネル１０は、２ｎ行ｍ列のドットマトリク
ス表示が可能なように構成されている。
【００５５】但し、本実施形態では、液晶パネル１０の
うち、走査電極Ｙ１（１）乃至Ｙ１（ｎ）及び信号電極
Ｘ１（１）乃至Ｘ１（ｍ）を含むパネル部を下側パネル
部１０Ａといい、また、走査電極Ｙ２（１）乃至Ｙ２
（ｎ）及び信号電極Ｘ２（１）乃至Ｘ２（ｍ）を含むパ
ネル部を上側パネル部１０Ｂという。
【００５６】両偏光板１０ｄ、１０ｅは、その各光軸を
クロスニコルの位置に設定するように、貼り付けられて
いる。これにより、反強誘電性液晶１０ｃは、その反強
誘電状態にて消光する。但し、偏光板１０ｄは、液晶パ
ネル１０の表示面側（出射側）に位置し、一方、偏光板
１０ｅは、液晶パネル１０の裏面面側（入射側）に位置
している。また、表示面側偏光板１０ｄの偏光軸は、液
晶パネル１０を鉛直状においたとき水平に位置する。な
お、両電極基板１０ａ、１０ｂの間隔は、図示しない多
数のスペーサにより、例えば、２μｍに均一に維持され
ている。
【００５７】また、反強誘電性液晶１０ｃとしては、例
えば、特開平５－１１９７４６号公報に記載されている
ような４－（１－トリフルオロメチルヘプトキシカルボ
ニルフェニル）－４′－オクチルオキシカルボニルフェ
ニル－４－カルボキシレートといったものを採用する。
また、この種の反強誘電性液晶としては、これらの反強
誘電性液晶を複数混合した混合液晶、或いは少なくとも
１種の反強誘電性液晶を含む混合液晶を採用してもよ
い。
【００５８】以上のように構成した液晶パネル１０にお
いては、反強誘電性液晶１０ｃは、図１５にて示すよう
な二重ヒステリシス特性からなる透過率－電圧特性を有
する。このような反強誘電性液晶１０ｃを有する液晶パ
ネル１０の駆動は、図１６にて示すような透過率強度と
なるように当該図１６にて示す波形の電圧（例えば、電
圧ＶＥを基準とする電圧ＶＨＰ、ＶＷＰにより形成され
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る）を液晶パネル１０に印加することで行う。
【００５９】また、立体表示装置は、コントロール回路
３０を備えており、このコントロール回路３０は、外部
回路２０、液晶シャッタ眼鏡４０、両走査電極駆動回路
７０ａ、７０ｂ及び両信号電極駆動回路８０ａ、８０ｂ
の間に接続されている。コントロール回路３０は、図６
にて示すごとく、走査制御回路３１、信号制御回路３
２、同期信号発生回路３３及び液晶シャッタ駆動回路３
４を備えている。
【００６０】走査制御回路３１は、外部回路２０から垂
直同期信号ＶＳＹＣ及び水平同期信号ＨＳＹＣを受け
て、ＤＰ信号（以下、ＤＰ１信号という）、ＤＲ信号、
ＳＩＯ１信号、ＳＩＯ２信号及びＳＣＣ信号を両走査電
極駆動回路７０ａ、７０ｂに出力する。
【００６１】信号制御回路３２は、外部回路２０から垂
直同期信号ＶＳＹＣ、水平同期信号ＨＳＹＣ及び画像デ
ータ信号ＤＡＰ（左眼用画像及び右眼用画像を表すデー
タ信号）を受けて、ＬＣＫ信号、ＳＴＤ信号、ＤＰ信号
（以下、ＤＰ２信号という）、ＳＩＣ信号及びＤＡＵ信
号（又は、ＤＡＬ信号）を両信号電極駆動回路８０ａ、
８０ｂに出力する。
【００６２】ここで、ＳＩＯ１及びＳＩＯ２信号は、走
査電極Ｙ１（１）乃至Ｙ１（ｎ）及び走査電極Ｙ２
（１）乃至Ｙ２（ｎ）の状態を規定する信号である。本
第１実施形態では、ＳＩＯ１信号及びＳＩＯ２信号が
Ｌ、Ｌのとき、Ｈ、Ｌのとき、及びＨ、Ｈのとき、消去
期間、選択期間及び保持期間の各状態にそれぞれ対応す
る。
【００６３】しかして、コントロール回路３０は、以上
のような構成の走査制御回路３１及び信号制御回路３２
により、液晶パネル１０に１２０Ｈｚのフレーム周波数
で１フレーム毎に左眼用画像及び右眼用画像を表示する
ための制御信号を走査電極駆動回路７０ａ、７０ｂ及び
信号電極駆動回路８０ａ、８０ｂに付与することとな
る。これにより、液晶パネル１０においては、両パネル
部１０Ａ、１０Ｂの各ｎ行の走査電極が後述のような走
査方法にて同時に走査される。
【００６４】なお、下側パネル部１０Ａと上側パネル部
１０Ｂとは同一に形成されているので、以後、両者が同
一であるものを説明する場合には、下側パネル部１０Ａ
のみを代表して図示説明する。
【００６５】同期信号発生回路３３は、走査制御回路３
１からＳＩＯ１信号、ＳＩＯ２信号及びＳＣＣ信号を受
けて、矩形波状の同期信号（図１１参照）を発生する。
液晶シャッタ駆動回路３４は、同期信号発生回路３３か
らの同期信号の立ち上がりに応答して矩形波状の左眼用
シャッタ信号（図１１参照）を発生すると同時に矩形波
状の右眼用シャッタ信号（図１１参照）の発生を停止
し、当該同期信号の立ち下がりに応答して左眼用シャッ
タ信号の発生を停止すると同時に右眼用シャッタ信号
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（図１１参照）を発生する。
【００６６】液晶シャッタ眼鏡４０は、液晶パネル１０
の観察者によりかけられるもので、この液晶シャッタ眼
鏡４０は、左眼用シャッタ部４１を、液晶シャッタ駆動
回路３４からの左眼用シャッタ信号の立ち上がりに応答
して開き、この左眼用シャッタ信号の立ち下がりに応答
して閉じる。また、液晶シャッタ眼鏡４０は、右眼用シ
ャッタ部４２を、液晶シャッタ駆動回路３４からの右眼
用シャッタ信号の立ち下がりに応答して閉じ、この右眼
用シャッタ信号の立ち上がりに応答して開く。
【００６７】換言すれば、液晶シャッタ眼鏡４０は、コ
ントロール回路３０における矩形波状の同期信号の発生
毎に、左眼用シャッタ部４１及び右眼用シャッタ部４２
を交互に開閉する。なお、両シャッタ部４１、４２は、
共に、液晶パネルにより構成されている。
【００６８】ここで、液晶パネル１０の表示タイミング
と液晶シャッタ眼鏡４０の開閉タイミングとの関係を図
１１に基づき説明すると、下側パネル部１０Ａの１行目
（走査電極Ｙ１（１）に相当）及び上側パネル部１０Ｂ
の１行目（走査電極Ｙ２（１）に相当）に左眼用画像が
表示されるのと同時に液晶シャッタ眼鏡４０に液晶シャ
ッタ駆動回路３４から左眼用シャッタ信号が立ち上がる
と同時に右眼用シャッタ信号が立ち下がり、左眼用シャ
ッタ部４１が開くと同時に右眼用シャッタ部４２が閉じ
る。
【００６９】その後、Δｔ（後述する（ｔ１＋２・ｔ
２）と等しい）だけ時間が経過する毎に、下側パネル部
１０Ａは下方（図１にて矢印ＲＬ参照）へ１行ずつずれ
て画像を表示し、上側パネル部１０Ｂは上方（図１にて
矢印ＲＵ参照）へ１行ずつずれて左眼用画像を表示す
る。他の走査電極についても実質的に同様である。従っ
て、それぞれの行では、表示の開始から一定期間経過す
ると表示が消える。
【００７０】そして、走査電極Ｙ１（１）及び走査電極
Ｙ２（１）に左眼用画像の表示が現れてから（ｎ－１）
×Δｔだけ時間が経過したときに、下側パネル部１０Ａ
のｎ行目（走査電極Ｙ１（ｎ）に相当）及び上側パネル
部１０Ｂのｎ行目（走査電極Ｙ２（ｎ）に相当）に左眼
用画像が表示される。その後、Δｔだけ時間が経ったと
きに走査電極Ｙ１（１）及び走査電極Ｙ２（１）に右眼
用画像が表示されるのと同時にコントロール回路３０か
らの右眼用シャッタ信号が立ち上がると同時に左眼用シ
ャッタ信号が立ち下がり、右眼用シャッタ部４２が開く
と同時に左眼用シャッタ部４１が閉じる。
【００７１】その後、ｎ×Δｔの時間の間、左眼用画像
を表示したときと同様に、下側パネル部１０Ａは下方
（図１にて矢印ＲＬ参照）へ１行ずつずれて右眼用画像
を表示し、上側パネル部１０Ｂは上方（図１にて矢印Ｒ
Ｕ参照）へ１行ずつずれて右眼用画像を表示する。
【００７２】ここで、液晶パネル１０の１行に画像が表
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示されている時間をｋ×Δｔ（但し、ｋ＞１）となるよ
うにコントロール回路３０により制御を行うと、以上の
動作及び構成により、左右の眼には、図１７にて示すよ
うな画像、即ち、液晶パネル１０の画面の上下の各線か
ら（ｋ－１）行目までにわたってクロストーク領域が現
れるような画像が得られる。その結果、クロストーク領
域が観察者にとって気にならないような立体画像表示が
可能となる。
【００７３】このような立体表示を可能とするように、
以下に述べる各回路が、コントロール回路３０と相まっ
て構成されている。
【００７４】電源回路５０は、５種類の電圧ＶＷＰ、Ｖ
ＨＰ、ＶＥ、ＶＨＮ、ＶＷＮを出力する（図１及び図１
２参照）。一方、電源回路６０は、８階調表示を行うた
めの９種類の電圧Ｖ１、Ｖ２、Ｖ３、Ｖ４、Ｖ５、Ｖ
６、Ｖ７、Ｖ８及びＶＧ（図１及び図１３参照）を出力
する。
【００７５】走査電極駆動回路７０ａ、７０ｂは、走査
制御回路３１からのＤＰ１信号、ＤＲ信号、ＳＩＯ１信
号、ＳＩＯ２信号及びＳＣＣ信号に基づき、電源回路５
０からの５種類の電圧を選択して、消去、選択、保持の
各状態に対応した各電圧を走査電極Ｙ１（１）乃至Ｙ１
（ｎ）及び走査電極Ｙ２（１）乃至Ｙ２（ｎ）に順次印
加するとともに、これら走査電極Ｙ１（１）乃至Ｙ１
（ｎ）及び走査電極Ｙ２（１）乃至Ｙ２（ｎ）を交流駆
動するため選択期間の度毎に電圧極性を正又は負に切り
換える。
【００７６】但し、本第１実施形態では、走査電極Ｙ１
（１）乃至Ｙ１（ｎ）においては、走査電極Ｙ１（１）
から走査電極Ｙ１（ｎ）にかけて順次電圧が印加され、
一方、走査電極Ｙ２（１）乃至Ｙ２（ｎ）においては、
走査電極Ｙ２（１）から走査電極Ｙ２（ｎ）にかけて順
次電圧が印加される（図１にて両矢印ＲＬ、ＲＵ参
照）。
【００７７】ここで、走査電極駆動回路７０ａの動作を
走査電極Ｙ１（１）を例にとり説明する。走査電極駆動
回路７０ｂの動作も同様である。但し、走査電極Ｙ２
（１）が走査電極Ｙ１（１）に対応する。
【００７８】消去期間には、電圧ＶＥが走査電極に印加
されてこの走査電極上の全画素表示を消去する。選択期
間は、三つの期間に分かれており、正の選択期間におい
ては、走査電極に対し、第１期間には消去期間と同じ電
圧ＶＥが印加され、第２期間には負の選択電圧ＶＷＮが
印加され、第３期間には正の選択電圧ＶＷＰが印加され
る。ここで、信号電極に印加される画像データに対応し
た電圧波形との組み合わせにより、走査電極上の画素に
表示が書き込まれる。正の保持期間には、電圧ＶＨＰが
走査電極に印加されて表示内容を保持する。
【００７９】消去期間を経て次の交流駆動を行うため、
先の選択と逆極性の負の選択期間になり、走査電極に対
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し、第１期間には電圧ＶＥが印加され、第２期間には正
の選択電圧ＶＷＰが印加され、続いて、第３期間には負
の選択電圧ＶＷＮが印加される。ここで、信号電極に印
加される画像データに対応した電圧波形との組み合わせ
により画素に表示内容が書き込まれる。負の保持期間に
は、電圧ＶＨＮが走査電極に印加されて表示内容を保持
する。
【００８０】また、走査電極Ｙ１（１）から走査電極Ｙ
１（ｎ）（走査電極Ｙ２（１）から走査電極Ｙ２（ｎ）
が対応）にかけてこれら走査電極を順に走査するため、
走査電極Ｙ１（２）（走査電極２（２）が対応）以後の
走査電極には、選択期間分ずらした波形にて電圧が印加
される。その際、表示のちらつきを防止するため、例え
ば、走査電極Ｙ１（１）（走査電極Ｙ２（１）が対応）
が正、走査電極Ｙ１（２）（走査電極Ｙ２（２）が対
応）が負、走査電極Ｙ１（３）（走査電極Ｙ２（３）が
対応）が正、・・・というように、走査電極毎に電圧極
性が反転するようになっている。
【００８１】ここで、走査電極駆動回路７０ａの具体的
回路構成につき、図７を参照して説明する。走査電極駆
動回路７０ｂの構成も同様である。走査電極駆動回路７
０ａは、ｎ個の２ｂｉｔレジスタＲＹ１乃至ＲＹｎと、
ｎ個のデコーダ回路ＤＹ１乃至ＤＹｎと、ｎ個のレベル
シフタＳＹ１乃至ＳＹｎと、ｎ個のアナログスイッチ回
路ＷＹ１乃至ＷＹｎ（それぞれ、５個のアナログスイッ
チを有する）とを有し、コントロール回路３０から５種
類の信号を受けて上記動作をするように構成されてい
る。
【００８２】２ｂｉｔレジスタＲＹ１乃至ＲＹｎは、Ｓ
ＩＯ１及びＳＩＯ２信号を、ＳＣＣ信号の立ち上がりに
同期して順次取り込み、２ｂｉｔデータ（ｂｉｔ１、ｂ
ｉｔ２）をデコーダ回路ＤＹ１乃至ＤＹｎに出力する。
【００８３】デコーダ回路ＤＹ１乃至ＤＹｎは、２ｂｉ
ｔレジスタＲＹ１乃至ＲＹｎからの２ｂｉｔデータ及び
コントロール回路３０からのＤＰ１信号及びＤＲ信号に
より、アナログスイッチ回路ＷＹ１乃至ＷＹｎの各アナ
ログスイッチを切り換えるに要する５種類の信号を作成
するように構成されている。
【００８４】デコーダ回路ＤＹ１乃至ＤＹｎは、共に、
図８にて示すような回路により構成されており、これら
デコーダ回路は、それぞれ、６個の論理回路７１乃至７
６により構成されている。そこで、デコーダ回路ＤＹ１
を例にとり説明する。
【００８５】論理回路７１は、図８にて示すように接続
された４個のインバータ及び４個のＡＮＤゲートによ
り、２ｂｉｔレジスタＲＹ１からの両データｂｉｔ１、
ｂｉｔ２をデコードして、切り換え信号としての役割を
果たすＤＤＥ信号、ＤＤＷ信号、ＤＤＲ信号及びＤＤＨ
信号に変換する。ここで、消去期間のとき（ＳＩＯ１信
号及びＳＩＯ２信号がＬ、Ｌのとき）、ＤＤＥ信号のみ
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がＨとなり、選択期間のとき（ＳＩＯ１信号及びＳＩＯ
２信号がＨ、Ｌのとき）、ＤＤＷ信号のみがＨとなり、
保持期間のとき（ＳＩＯ１信号及びＳＩＯ２信号がＨ、
Ｈのとき）、ＤＤＨ信号のみがＨとなる。
【００８６】論理回路７２は、図８にて示すように接続
された４個のＡＮＤゲート、インバータ及び両ＯＲゲー
トにより、ＤＲ信号に基づき論理回路７１からの各切り
換え信号を制御して、ＤＥＥ信号、ＤＷＷ信号及びＤＨ
Ｈ信号を出力する。この場合、ＤＤＥ信号がＨのときに
はＤＥＥ信号のみがＨとなる。ＤＤＷ信号がＨのときに
は、ＤＲ信号がＨの期間の間ＤＥＥ信号のみがＨとな
り、ＤＲ信号がＬの期間の間ＤＷＷ信号のみがＨとな
る。ＤＤＲ信号がＬの期間の間ＤＨＨ信号のみＨとな
る。ＤＤＨ信号がＨのときＤＨＨ信号のみＨとなる。
【００８７】論理回路７３は、図８にて示す各ゲート素
子の接続構成のもと、インバータ７３ａのＤＤＲ信号に
対する反転出力による両クロックドインバータ７３ｃ、
７３ｆの動作及び両インバータ７３ａ、７３ｂのカスケ
ード出力による両クロックドインバータ７３ｄ、７３ｅ
の動作及び残りの各論理ゲートの動作に応じて、ＤＤＷ
信号がＨのときリセットされ、ＤＤＲ信号の立ち上がり
に同期してＯＲゲート７３ｇの出力を反転させる。
【００８８】論理回路７４は、図８にて示す各ゲート素
子の接続構成にてデータラッチとして機能するもので、
この論理回路７４は、インバータ７４ａのＤＤＷ信号に
対する出力によるクロックドインバータ７４ｃの動作及
び両インバータ７４ａ、７４ｂのカスケード出力による
クロックドインバータ７４ｄの動作及び残りの各論理ゲ
ートの動作に応じて、ＤＤＷ信号がＨのときＤＰ１信号
をそのまま出力し、ＤＤＷ信号がＬのときＤＰ１信号を
ラッチする。
【００８９】このようにして合成された５種類の制御信
号のうち、ＤＥＥ信号が、電源回路５０の電圧ＶＥの出
力端子に接続されたアナログスイッチ（図７参照）をレ
ベルシフタを通じて制御し、ＤＷＰ信号が電源回路５０
の電圧ＶＷＰの出力端子に接続されたアナログスイッチ
（図７参照）をレベルシフタを通じて制御する。また、
ＤＷＮ信号が電源回路５０の電圧ＶＷＮの出力端子に接
続されたアナログスイッチ（図７参照）をレベルシフタ
を通じて制御する。
【００９０】また、ＤＨＰ信号が電源回路５０の電圧Ｖ
ＨＰの出力端子に接続されたアナログスイッチ（図７参
照）をレベルシフタを通じて制御し、ＤＨＮ信号が電源
回路５０の電圧ＶＨＮの出力端子に接続されたアナログ
スイッチ（図７参照）をレベルシフタを通じて制御す
る。そして、各電圧がＨのとき、対応するアナログスイ
ッチがオンとなり、このアナログスイッチを通して電源
回路５０の電圧が出力される。
【００９１】論理回路７５は、エクスクルーシブＯＲゲ
ートからなり、この論理回路７５は、両論理回路７３、
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７４の各出力の排他論理和をＤＰＰ信号として論理回路
７６に出力する。論理回路７６は、図８にて示すように
接続されたインバータ及び４個のＡＮＤゲートにより、
論理回路７２からの各信号及び論理回路７５からのＤＰ
Ｐ信号に基づき、電圧極性を切り換える。この場合、Ｄ
ＷＷ信号がＨのとき、ＤＰＰ信号がＨであればＤＷＰ信
号がＨとなり、ＤＰＰ信号がＬであればＤＷＮ信号がＨ
になる。また、ＤＨＨ信号がＨのとき、ＤＰＰ信号がＨ
ならばＤＨＰ信号がＨになり、ＤＰＰ信号がＬならばＤ
ＨＮ信号がＨになる。
【００９２】従って、図１２にて示すように、ＳＣＣ信
号、ＳＩＯ１信号、ＳＩＯ２信号、一方のＤＰ信号及び
ＤＲ信号に基づき、所定波形の電圧が走査電極Ｙ１
（１）乃至Ｙ１（ｎ）（走査電極Ｙ２（１）乃至Ｙ２
（ｎ）が対応）に出力される。
【００９３】信号電極駆動回路８０ａは、図１及び図９
にて示すごとく、ｍ個の３ｂｉｔレジスタＲＸ１乃至Ｒ
Ｘｍ、ｍ個のデコーダ回路ＤＸ１乃至ＤＸｍ、ｍ個のレ
ベルシフタＳＸ１乃至ＳＸｍ、及びｍ個のアナログスイ
ッチ回路ＷＸ１乃至ＷＸｍ（９個のアナログスイッチか
らなる）とを有し、コントロール回路３０からの画像デ
ータ信号（ＤＡＬ信号）、ＤＰ２信号、ＬＣＫ信号、Ｓ
ＴＤ信号及びＳＩＣ信号に基づき、電源回路６０からの
９種類の出力電圧に応じて、信号電極Ｘ１１乃至Ｘ１ｍ
にデータ信号を出力する。なお、ＤＡＬ信号は、８段階
の明るさ制御を行う８階調表示のため、３ｂｉｔからな
る。
【００９４】信号電極駆動回路８０ｂも信号電極駆動回
路８０ａと同様の構成を有しており、この信号電極駆動
回路８０ｂは、コントロール回路３０からの画像データ
信号（ＤＡＵ信号）、ＤＰ２信号、ＬＣＫ信号、ＳＴＤ
信号及びＳＩＣ信号に基づき、電源回路６０からの９種
類の出力電圧に応じて、信号電極Ｘ２１乃至Ｘ２ｍにデ
ータ信号を出力する。
【００９５】ここで、信号電極駆動回路８０ａの動作
を、図１３のタイミングチャートに基づき説明する。各
信号電極に対して８階調の明るさを示す３ｂｉｔの画像
データ信号（ＤＡＬ信号）は、信号電極Ｘ１（１）乃至
Ｘ１（ｍ）までの直列データとしてコントロール回路３
０から信号電極駆動回路８０ａに送られてくる。
【００９６】また、画像データは、走査電極の走査に合
わせて、走査電極Ｙ１（１）上に配列された画素の画像
データから、走査電極Ｙ１（ｎ）上に配列された画素の
画像データまで、信号電極駆動回路８０ａに順に送られ
てくる。図１３において、Ｄ（１，ｉ）は、走査電極Ｙ
１（１）上に配列された画素の一組の画像データを示
し、Ｄ（１，１）乃至Ｄ（１，ｍ）はその中の信号電極
Ｘ１（１）からＸ１（ｍ）に対応したデータを示す。
【００９７】画像データ信号は、ＳＴＤ信号がＨのと
き、信号電極Ｘ１（１）に対応したデータであり、ＳＩ
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Ｃ信号の立ち上がりに同期して３ｂｉｔレジスタに取り
込まれる。その後、信号電極Ｘ１（２）、Ｘ１（３）、
・・・に対応したデータがＳＩＣ信号の立ち上がりに同
期して３ｂｉｔレジスタに取り込まれ、３ｂｉｔレジス
タＲＸ１乃至ＲＸｍに一走査電極上に配列された画素の
分画像データが記憶される。各３ｂｉｔレジスタのデー
タは、デコーダ回路に入力される。
【００９８】デコーダ回路ＤＸ１乃至ＤＸｍは、共に、
図１０にて示すごとく、５個の論理回路８１乃至８５を
有している。そこで、デコーダ回路ＤＸ１を例にとり説
明する。論理回路８１は、図１０にて示すように接続し
た３個のＤ型フリップフロップにより、３ｂｉｔの画像
データ信号をコントロール回路３０からのＬＣＫ信号の
立ち上がりに同期してラッチする。
【００９９】論理回路８２は、図１０にて示すように接
続した３個のエクスクルーシブＯＲゲートにより、コン
トロール回路３０からのＤＰ２信号のＨ時に、論理回路
８１によるラッチ画像データ信号を反転させる。
【０１００】また、論理回路８３は、図１０にて示すよ
うに接続した３対のインバータ及び８個のＡＮＤゲート
らなるデコーダであって、この論理回路８３は、論理回
路８２からの３ｂｉｔの画像データ信号をデコードして
８ライン出力に変換する。論理回路８４は、インバータ
からなり、コントロール回路３０からのＬＣＫ信号を反
転する。
【０１０１】また、論理回路８５は、８個のＡＮＤゲー
トにより、論理回路８４の出力に基づき、論理回路８３
からの各出力を受けてアナログスイッチ回路ＷＸ１の８
個のアナログスイッチを切り換える制御信号Ｄ１乃至Ｄ
８を出力する。また、デコーダ回路ＤＸ１は、ＬＣＫ信
号を制御信号ＤＧとして出力する。
【０１０２】以上のように構成したデコーダ回路ＤＸ１
によれば、ＤＰ２信号がＬで、ＬＣＫ信号がＬのとき、
論理回路８１によりラッチされた３ｂｉｔデータ（Ｌ、
Ｌ、Ｌ）、（Ｌ、Ｌ、Ｈ）、・・・、（Ｈ、Ｈ、Ｌ）、
（Ｈ、Ｈ、Ｈ）に対して、各出力Ｄ１乃至Ｄ８がＨにな
る。
【０１０３】ＤＰ２信号がＨでＬＣＫ信号がＬのときに
は、論理回路８１にラッチされた３ｂｉｔデータ（Ｌ、
Ｌ、Ｌ）、（Ｌ、Ｌ、Ｈ）、・・・、（Ｈ、Ｈ、Ｌ）、
（Ｈ、Ｈ、Ｈ）に対して、各出力Ｄ８乃至Ｄ１がＨにな
る。ＬＣＫ信号がＨのとき、３ｂｉｔデータに依存せ
ず、各出力Ｄ１乃至Ｄ８がＬになり、出力ＤＧのみがＨ
になる。
【０１０４】上述した各出力Ｄ１乃至Ｄ８及びＤＧは、
電源回路６０の出力電圧Ｖ１乃至Ｖ８及びＶＧの各出力
端子に接続された各アナログスイッチをレベルシフタ
（図９参照）を通じて制御する。そして、かかる電圧が
Ｈのとき、対応するアナログスイッチがオンとなり、こ
のアナログスイッチを通し電源回路６０の出力電圧が出
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力される。
【０１０５】そして、画像データ信号がＬＣＫ信号の立
ち上がりに同期して論理回路８１にラッチされた後、３
ｂｉｔレジスタＲＸ１乃至ＲＸｍは、次の走査電極上に
配列された画素の画像データを取り込み始める。従っ
て、図１３にて示すタイミングチャートから容易に理解
されるように、ＳＩＣ信号、ＳＴＤ信号、ＬＣＫ信号、
ＤＰ２信号と画像データＤＡＬ信号により、信号電極Ｘ
１（１）から信号電極Ｘ１（ｍ）に所定波形の電圧が出
力される。
【０１０６】このように構成した本第１実施形態におい
て、１画面表示周期が６０Ｈｚ（１画面表示期間１６．
６ｍｓ）、行電極（走査電極）の数５１２本、列電極
（信号電極）の数６４０本の場合の立体表示装置として
の作動を説明する。
【０１０７】画素Ｇ（ｉ，ｊ）、ｇ（ｉ，ｊ）（ｉ＝１
乃至ｎ、ｊ＝１乃至ｍ）には、図４及び図５の例示位置
から分かるように、図１４に示すような波形の駆動電圧
が印加される。
【０１０８】画素に印加される駆動電圧は、図１４にて
示すように、選択期間、保持期間、消去期間の電圧で構
成される。１画面の表示期間である１フレームは、左眼
用映像信号を表示するための第１フィールドと、右眼用
映像信号を表示するための第２フィールドからなる。以
下に、第１フィールドの構成を説明する。
【０１０９】選択期間では、パルス幅ｔ１（ｔ１＝２μ
ｓ）の電圧ＶＥに続いて、パルス幅ｔ２（ｔ２＝１５．
２μｓ）の電圧ＶＷＮが印加され、さらに、パルス幅ｔ
２の電圧ＶＷＰが印加される。これに続く保持期間（時
間は、２９×（ｔ１＋２・ｔ２））では、電圧ＶＨＰの
保持電圧が印加される。さらに、２２６×（ｔ１＋２・
ｔ２）の間、電圧ＶＥが消去電圧として印加される。第
２フィールドは、第１フィールドと同様、選択期間、保
持期間、消去期間で極性が全く逆の構成となっている。
【０１１０】信号電極に印加される信号電圧の映像波形
は、走査電圧の選択期間が３パルスで構成されているの
に合わせて、パルス幅ｔ１、ｔ２、ｔ２の３パルス電圧
で構成されている。第１フィールドにて明表示する場
合、パルス幅ｔ１の電圧ＶＥに続いてパルス幅ｔ２の電
圧Ｖ８が印加され、さらに、パルス幅ｔ２の電圧Ｖ１が
印加される。
【０１１１】第１フィールドにて暗表示する場合、パル
ス幅ｔ１の電圧ＶＥに続いて、パルス幅ｔ２の電圧Ｖ１
が印加され、さらに、パルス幅ｔ２の電圧Ｖ８が印加さ
れる。第２フィールドにて明表示する場合、パルス幅ｔ
１の電圧ＶＥに続いて、パルス幅ｔ２の電圧Ｖ１が印加
され、さらに、パルス幅ｔ２の電圧Ｖ８が印加される。
【０１１２】第２フィールドにて暗表示する場合、パル
ス幅ｔ１の電圧ＶＥに続いて、パルス幅ｔ２の電圧Ｖ８
が印加され、さらに、パルス幅ｔ２の電圧Ｖ１が印加さ
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れる。以上の映像波形は、走査波形の選択期間との組み
合わせで画素の表示状態を決定する。
【０１１３】なお、駆動電圧は、視認角度特性を改善す
るために隣り合う走査電極又は複数の走査電極毎に互い
に極性が反転する構成としている。以上の走査電圧と映
像信号との組み合わせにより、画素Ｇ（ｉ，１）には、
図１４にて示すような波形の駆動電圧が印加される。画
素Ｇ（ｉ，１）、Ｇ（ｉ，２）、Ｇ（ｉ，３）には、そ
れぞれ、（ｔ１＋２・ｔ２）の期間だけずれた形で、選
択期間、保持期間及び消去期間の各電圧が印加される。
保持期間終了とともに消去期間となり、反強誘電性液晶
１０ｃは第１安定状態となる。
【０１１４】同様にして、液晶パネル１０の上側パネル
部１０Ｂの画素ｇ（ｉ，１）にも、図１４と同様の波形
の駆動電圧が印加され、画素ｇ（ｉ，２）、ｇ（ｉ，
３）にも、それぞれ、（ｔ１＋２・ｔ２）の期間だけず
れた形で、選択期間、保持期間及び消去期間の各電圧が
印加される。
【０１１５】以上のような動作は、外部回路２０からの
垂直同期信号ＶＳＹＣ、水平同期信号ＨＳＹＣ及び画像
データ信号ＤＡＰに基づくコントロール回路３０からの
上述のような各出力信号に応じてなされ、図１１に基づ
き既に説明した液晶パネル１０の表示タイミング及び液
晶シャッタ眼鏡４０の開閉タイミングに従い時分割にて
液晶パネル１０に立体視可能に表示することとなる。
【０１１６】この場合、上述したごとく、デュアルスキ
ャンのもと、液晶パネル１０のうち、下側パネル部１０
Ａの走査電極Ｙ１（１）乃至Ｙ１（ｎ）は、図１の矢印
ＲＬにて示すごとく、走査電極Ｙ１（１）から走査電極
Ｙ１（ｎ）にかけて順次走査され、一方、上側パネル部
１０Ｂの走査電極Ｙ２（１）乃至Ｙ２（ｎ）は、図１の
矢印ＲＵにて示すごとく、走査電極Ｙ２（１）から走査
電極Ｙ２（ｎ）にかけて順次走査される。そして、互い
に対応する両走査電極Ｙ１（１）、Ｙ２（１）、両走査
電極Ｙ１（２）、Ｙ２（２）、・・・、両走査電極Ｙ１
（ｎ）、Ｙ２（ｎ）は、それぞれ、互いに同期して走査
される。
【０１１７】従って、上述のような液晶パネル１０にお
ける立体視可能な表示は、上述したごとく、左眼用画像
及び右眼用画像を両矢印ＲＬ、ＲＵの方向に一行ずつず
らせて表示することでなされる。その結果、上記立体視
可能な表示は、図１７に基づき既に述べたように、クロ
ストーク領域を液晶パネル１０の表示面上下の各縁に追
いやる状態でなされることとなる。このことは、観察者
は、クロストーク領域を気にすることなく、液晶パネル
１０の表示を立体視できることを意味する。
（第２実施形態）図１８及び図１９は、本発明の第２実
施形態を示している。この第２実施形態では、上記第１
実施形態にて述べたクロストーク領域（図１７参照）
が、さらに、図１９にて示すごとく狭くなるように、液
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晶パネル１０の表示タイミングを液晶シャッタ眼鏡４０
の開閉タイミングとの関係で制御するようになってい
る。
【０１１８】即ち、本第２実施形態では、上記第１実施
形態にて述べた液晶パネル１０の表示タイミング及び液
晶シャッタ眼鏡４０の開閉タイミング（図１１参照）に
代えて、図１８にて示すような液晶パネル１０の表示タ
イミング及び液晶シャッタ眼鏡４０の開閉タイミングで
もって行う制御でもって、クロストーク領域を上記第１
実施形態にて述べたクロストーク領域よりも狭くするよ
うにしている。なお、図１１及び図１８では、下側パネ
ル部１０Ａの走査電極Ｙ１（１）、Ｙ１（２）、・・
・、Ｙ１（ｎ）に関するタイミングチャートのみを示す
が、上側パネル部１０Ｂの走査電極Ｙ２（１）、Ｙ２
（２）、・・・、Ｙ２（ｎ）に関するタイミングチャー
トも同様である。
【０１１９】この第２実施形態では、下側パネル部１０
Ａのｎ行目（走査電極Ｙ１（ｎ）に相当）及び上側パネ
ル部１０Ｂのｎ行目（走査電極Ｙ２（ｎ）に相当）に画
像が表示され始めてからΔｔ時間が経ったタイミングで
左眼用シャッタ信号及び右眼用シャッタ信号を切り換え
るのではなく、さらにＬ×Δｔ（但し、Ｌ＞１）経った
後に左眼用シャッタ信号及び右眼用シャッタ信号を切り
換えて、左眼用シャッタ信号及び右眼用シャッタ信号を
切り換える。この（Ｌ－１）×Δｔをブランキング期間
という。
【０１２０】具体的には、図１８にて示すごとく、上記
第１実施形態と同様に、液晶パネル１０のうち、下側パ
ネル部１０Ａの一行目（走査電極Ｙ１（１））及び上側
パネル部１０Ｂの一行目（走査電極Ｙ２（１））に左眼
用画像が表示されると同時に、コントロール回路３０か
らの左眼用シャッタ信号が立ち上がり、右眼用シャッタ
信号が立ち下がって、左眼用シャッタ部４１が開き、右
眼用シャッタ部４２が閉じる。
【０１２１】その後、上記第１実施形態と同様に、Δｔ
だけ時間が経過する毎に、下側パネル部１０Ａはへ１行
ずつずれて画像を表示（図１にて矢印ＲＬ参照）し、上
側パネル部１０Ｂはへ１行ずつずれて左眼用画像を表示
（図１にて矢印ＲＵ参照）する。なお、上記第１実施形
態と同様に、それぞれの行は表示開始から一定時間経過
すると表示が消える。
【０１２２】そして、上記第１実施形態と同様に、走査
電極Ｙ１（１）及び走査電極２（１）に左眼用画像の表
示が現れてから（ｎ－１）×Δｔだけ時間が経過したと
きに、下側パネル部１０Ａのｎ行目（走査電極Ｙ１
（ｎ）に相当）及び上側パネル部１０Ｂのｎ行目（走査
電極Ｙ２（ｎ）に相当）に左眼用画像が表示される。
【０１２３】ここで、本実施形態では、ブランキング期
間を（Ｌ－１）×Δｔだけ設けている。よって、走査電
極Ｙ１（ｎ）及びＹ２（ｎ）に左眼用画像が表示され始
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めてからＬ×Δｔだけ時間が経過したときに下側パネル
部１０Ａの一行目（走査電極Ｙ１（１））及び上側パネ
ル部１０Ｂの一行目（走査電極Ｙ２（１））に右眼用画
像が表示されると同時に、コントロール回路３０からの
右眼用シャッタ信号が立ち上がり、左眼用シャッタ信号
が立ち下がって、右眼用シャッタ部４２を開き、左眼用
シャッタ部４１を閉じるように、コントロール回路３０
が、その各出力信号を発生するようにする。
【０１２４】その後、上記第１実施形態と同様に、ｎ×
Δｔの時間の間、左眼用画像の表示と同様に、下側パネ
ル部１０Ａは矢印ＲＬ方向へ１行ずつずれて画像を表示
し、上側パネル部１０Ｂは矢印ＲＵ方向へ１行ずつずれ
て右眼用画像を表示する。
【０１２５】そして、下側パネル部１０Ａのｎ行目（走
査電極Ｙ１（ｎ））及び上側パネル部１０Ｂのｎ行目
（走査電極Ｙ２（ｎ））に右眼用画像の表示が開始され
てから、（Ｌ×Δｔ）だけ時間が経過したときに、下側
パネル部１０Ａの一行目（走査電極Ｙ１（１））及び上
側パネル部１０Ｂの一行目（走査電極Ｙ２（１））に左
眼用画像が表示されると同時に、コントロール回路３０
からの左眼用シャッタ信号が立ち上がり、右眼用シャッ
タ信号が立ち下がって、左眼用シャッタ部４１を開き、
右眼用シャッタ部４２を閉じるように、コントロール回
路３０が、その各出力信号を発生するようにする。
【０１２６】ここで、液晶パネル１０の１行に画像が表
示されている時間をｋ×Δｔ（但し、ｋ＞１かつｋ＞
Ｌ）となるようにコントロール回路３０により制御を行
うと、本第２実施形態にて以上のように述べた構成及び
動作でもって、観察者の左右の眼には、図１９にて示す
ような画像が得られる。
【０１２７】ここで、液晶パネル１０の表示画面の上下
の縁から（ｋ－Ｌ）行目までクロストーク領域が現れる
が、Ｌ＞１とすることで、液晶パネル１０の上下両縁に
追いやられるクロストーク領域が、上記第１実施形態の
クロストーク領域（図１７参照）に比べて狭くなる。そ
の結果、クロストーク領域が観察者にとってより一層気
にならないような立体画像表示が可能となる。その他の
構成及び作用効果は上記第１実施形態と同様である。
【０１２８】なお、上記第２実施形態では、デュアルス
キャンによる立体表示装置の例について説明したが、こ
れに限ることなく、例えば、液晶パネル１０の全走査電
極をＹ２（ｎ）からＹ１（ｎ）にかけて矢印ＲＬ方向に
線順次走査するような構成の立体表示装置においても、
クロストーク領域を液晶パネル１０の表示面の下方の縁
に追いやりかつ狭くするようにすることもできる。
（第３実施形態）図２０及び図２１は本発明の第３実施
形態を示している。この第３実施形態においては、各走
査電極駆動回路７０ｃ、７０ｄが、上記第１実施形態に
て述べた各走査電極駆動回路７０ａ、７０ｂ（図７参
照）に代えて、図２０にて示すごとく採用されている。
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【０１２９】各走査電極電極駆動回路７０ｃ、７０ｄ
は、共に同様の構成を有しており、これら各走査電極電
極駆動回路７０ｃ、７０ｄにおいては、上記第１実施形
態にて述べたＳＩ０１信号及びＳＩ０２信号が、２ビッ
トレジスタＲＹ１乃至ＲＹｎのうち２ビットレジスタＲ
Ｙ１側及び２ビットレジスタＲＹｎ側の双方から入力さ
れるようになっている。また、２ビットレジスタＲＹ１
乃至ＲＹｎには、さらに、Ｌ／Ｒ信号が入力されるよう
になっている。
【０１３０】そして、Ｌ／Ｒ信号がＨのとき、ＳＣＣ信
号の立ち上がりに同期して、ＳＩ０１信号及びＳＩ０２
信号が２ビットレジスタＲＹ１から２ビットレジスタＲ
Ｙｎにかけて順次取り込まれて２ｂｉｔデータがデコー
ダＤＹ１からデコーダＤＹｎにかけて出力される。
【０１３１】一方、Ｌ／Ｒ信号がＬのとき、ＳＣＣ信号
の立ち上がりに同期して、ＳＩ０１信号及びＳＩ０２信
号が２ビットレジスタＲＹｎから２ビットレジスタＲＹ
１にかけて順次取り込まれて２ｂｉｔデータがデコーダ
ＤＹｎからデコーダＤＹ１にかけて出力される。その他
の構成は上記第１実施形態と同様である。
【０１３２】このように構成した本第３実施形態におい
ては、走査電極Ｙ１（１）乃至走査電極Ｙ１（ｎ）及び
走査電極Ｙ２（１）乃至走査電極Ｙ２（ｎ）が、上記第
１実施形態にて述べた走査電極の走査方向とは逆の方向
に走査される。即ち、図２１から分かるように、走査電
極Ｙ１（１）乃至走査電極Ｙ１（ｎ）においては、走査
電極Ｙ１（ｎ）から走査電極Ｙ１（１）にかけて走査さ
れ、一方、走査電極Ｙ２（１）乃至走査電極Ｙ２（ｎ）
においては、走査電極Ｙ２（ｎ）から走査電極Ｙ２
（１）にかけて走査される。なお、図２１では、下側パ
ネル部１０Ａの走査電極Ｙ１（１）、Ｙ１（２）、・・
・、Ｙ１（ｎ）に関するタイミングチャートのみを示す
が、上側パネル部１０Ｂの走査電極Ｙ２（１）、Ｙ２
（２）、・・・、Ｙ２（ｎ）に関するタイミングチャー
トも同様である。
【０１３３】本第３実施形態では、下側パネル部１０Ａ
の走査電極Ｙ１（１）及び上側パネル部１０Ｂの走査電
極Ｙ２（１）への画像表示が終了したタイミングで左眼
用シャッタ信号及び右眼用シャッタ信号を切り換える。
即ち、下側パネル部１０Ａの走査電極Ｙ１（１）及び上
側パネル部１０Ｂの走査電極Ｙ２（１）へ書き込まれた
画像が消去されるタイミングで左眼用シャッタ信号及び
右眼用シャッタ信号を切り換える。例えば、図２１にて
示すように、右眼用シャッタ部４２が開き、左眼用シャ
ッタ部４１が閉じている状態で、走査電極Ｙ１（１）及
び走査電極Ｙ２（１）に右眼用の画像を表示し、この表
示を消去するタイミングで左眼用シャッタ信号及び右眼
用シャッタ信号を切り換えて、右眼用シャッタ部４２を
閉じ、左眼用シャッタ部４１を開く。右眼用シャッタ部
４２が閉じる直前の期間（図２１の期間ａ）では、液晶
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パネル１０の表示画面の上下の縁付近に位置する走査電
極Ｙ１（ｎ）（又は、Ｙ２（ｎ））、Ｙ１（ｎ－１）
（又は、Ｙ２（ｎ－１））のみに左眼用の画像が表示さ
れることになるので、クロストーク領域を液晶パネル１
０の上下両縁に追いやることができる。
【０１３４】これによっても、左眼用シャッタ信号及び
右眼用シャッタ信号による液晶シャッタ眼鏡４０の開閉
タイミングとの関係でクロストーク領域が観察者にとっ
て気にならず、上記第１実施形態のと実質的に同様の作
用効果を達成できる。
（第４実施形態）図２２乃至図２５は、本発明の第４実
施形態を示している。
【０１３５】この第４実施形態においては、液晶シャッ
タ眼鏡９０が、上記第１実施形態にて述べた液晶シャッ
タ眼鏡４０に代えて、図２２乃至図２４にて示すごと
く、採用されている。
【０１３６】液晶シャッタ眼鏡９０は、眼鏡本体９０ａ
と、左右の両フレーム９０ｂとにより構成されている。
眼鏡本体９０ａは、不透明な長四角板状の眼鏡部９１を
備えており、この眼鏡部９１には、左右の両円形状開口
部９１ａ、９１ｂが形成されている。また、眼鏡本体９
０ａは、不透明な左右の円形板状両回動板部９２、９３
と、左眼用及び右眼用の両液晶シャッタ部９４、９５を
備えている。
【０１３７】左側回動板部９２は、眼鏡部９１の左側開
口部９１ａにその裏面側からこれに平行に対向するよう
に、四つのローラ９１ｃにより回動可能に支持されてい
る。ここで、各ローラ９１ｃは、眼鏡部９１のうち左側
開口部９１ａの周縁部からその裏面側に向けこれに直角
に突出する各ピン９１ｄにより、それぞれ、同軸的にか
つ回動可能に支持されている。これら各ローラ９１ｃの
外周面形状は、ローラ９１の軸方向中央にて凹状となる
ような鼓形状となっている。
【０１３８】これにより、左側回動板部９２は、各ロー
ラ９１ｃによりその各外周面にて挟持されており、この
左側回動板部９２は、左側開口部９１ａの開口面に沿
い、各ローラ９１ｃの回動に伴い回動する。但し、各ロ
ーラ９１ｃの左側開口部９１ａの周縁部に対する支持位
置は、左側回動板部９２を左側開口部９１ａと同軸的に
支持するように、設定されている。
【０１３９】また、右側回動板部９３も、左側回動板部
９２の場合と実質的に同様に、右側開口部９１ｂの開口
面に沿い、各ローラ９１ｅの回動に伴い回動するよう
に、これら各ローラ９１ｅにより挟持されている。な
お、各ローラ９１ｅは、眼鏡部９１のうち右側開口部９
１ｂの周縁部からその裏面側に向けこれに直角に突出す
る各ピンにより同軸的に回動可能に支持されている。
【０１４０】また、左側回動板部９２は、その図２２に
て図示下端部にて、錘９２ａを備えており、一方、右側
回動板部９３は、その図２２にて図示下端部にて、錘９
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３ａを備えている。これにより、各錘９２ａ、９３ａ
は、その自重により、眼鏡部９１の図２２にて図示上下
方向への傾きに伴い、図示最下端に位置するように、各
回動板部９２、９３を回動させる（図２３参照）。
【０１４１】左側液晶シャッタ部９４は、図２５にて示
すごとく、四角形状の液晶パネル９４ａと、この液晶パ
ネル９４ａの表面に貼り付けた入射側偏光板９４ｂと、
液晶パネル９４ｂの裏面に貼り付けた出射側偏光板９４
ｃとにより構成されている。
【０１４２】液晶パネル９４ａは、両偏光板９４ｂ、９
４ｃと共に、左側回動板部９２の四角形状開口部９２ｂ
にはめ込まれており、偏光板９４ｃは、観察者の左眼側
に位置し、一方偏光板９４ｂは、観察者の左眼に対し、
偏光板９４ｃよりも遠い側に位置している。
【０１４３】液晶パネル９４ａは、ネマチック液晶を封
入してなるもので、この液晶パネル９４ａは、電圧の無
印加時には透明となり、電圧の印加時には不透明となる
ようになっている。入射側偏光板９４ｂの偏向軸（図２
２にて符号Ｓ参照）は、各錘９２ａ、９３ａが図２２て
に図示最下端にあるとき、上記第１実施形態にて述べた
液晶パネル１０の表面側偏光板１０ｄの偏光軸と常に一
致するようになっている。出射側偏光板９４ｃの偏光軸
は、入射側偏光板９４ｂの偏向軸に直交している。
【０１４４】右側液晶シャッタ部９５は、図２５にて示
すごとく、四角形状の液晶パネル９５ａと、この液晶パ
ネル９５ａの表面に貼り付けた入射側偏光板９５ｂと、
液晶パネル９５ｂの裏面に貼り付けた出射側偏光板９５
ｃとにより構成されている。
【０１４５】液晶パネル９５ａは、両偏光板９５ｂ、９
５ｃと共に、左側回動板部９３の四角形状開口部９３ｂ
にはめ込まれており、偏光板９５ｃは、観察者の右眼側
に位置し、一方偏光板９５ｂは、観察者の右眼に対し、
偏光板９５ｃよりも遠い側に位置している。
【０１４６】液晶パネル９５ａは、液晶パネル９４ａと
同様の構成及び機能を有している。入射側偏光板９５ｂ
の偏向軸（図２２にて符号Ｓ参照）は、入射側偏光板９
４ｂの偏向軸と図２２にて図示同一水平線上に位置して
おり、出射側偏光板９５ｃの偏光軸は、入射側偏光板９
５ｂの偏向軸に直交している。なお、両液晶パネル９４
ａ、９５ａは、上記第１実施形態にて述べた両液晶シャ
ッタ部４１、４２に代えて、コントロール回路３０の同
期信号発生回路３３の出力により駆動される。その他の
構成は上記第１実施形態と同様である。
【０１４７】このように構成した本第３実施形態では、
観察者がその顔部に液晶シャッタ眼鏡９０をかけて液晶
パネル１０を見ているとき、眼鏡本体９１が図２２にて
図示状態にあるものとする。
【０１４８】このような状態において、観察者の顔部の
傾きに伴い、眼鏡本体９１が図２３にて示すごとく図示
上下方向に傾くと、各回動板部９２、９３が、各錘９２
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ａ、９３ａの自重に応じて、眼鏡本体９１に対し相対的
に図示反時計方向に回動する。これに伴い、各液晶パネ
ル９４ａ、９５ａは、その偏光軸Ｓを図２３にて図示水
平状に位置させるように回動する。これにより、各液晶
パネル９４ａ、９５ａの偏光軸ｓは液晶パネル１０の出
射側偏光板１０ｄの偏光軸に一致する。
【０１４９】このため、観察者が液晶シャッタ眼鏡９０
を通して液晶パネル１０の表示画像を視認するとき、当
該観察者の顔部が上下方向にどのように傾いても、液晶
シャッタ眼鏡９０を通して見る当該表示画像の明るさが
低下することがない。これにより、上記第１実施形態の
作用効果を、液晶パネル１０の表示画像を常に明るい状
態で観察しつつ達成できる。
【０１５０】なお、本第４実施形態において、各回動板
部９２、９３の回動慣性力を適宜ダンパ等により吸収す
るようにしておけば、各錘９２ａ、９３ａは、容易に最
下端の位置に到達できる。
（第５実施形態）図２６及び図２７は、本発明の第５実
施形態を示している。この第５実施形態では、液晶シャ
ッタ駆動回路３５が、図２６にて示すごとく、上記第１
実施形態にて述べたコントロール回路３０において、液
晶シャッタ駆動回路３４に代えて採用されている。
【０１５１】液晶シャッタ駆動回路３５は、Ｄ型フリッ
プフロップ３５ａ（以下、ＤＦＦ３５ａという）を備え
ており、このＤＦＦ３５ａは、同期信号発生回路３３か
らの同期信号の立ち上がりに応答して、出力端子Ｑから
ハイレベルの出力信号を発生し、出力端子バーＱからロ
ーレベルの出力信号を発生する。
【０１５２】また、液晶シャッタ駆動回路３５は、両セ
レクタ３５ｂ、３５ｃを備えており、セレクタ３５ｂ
は、その入力端子ｉにて、同期信号発生回路３３の出力
端子に接続されている。また、セレクタ３５ｂの入力端
子Ｈは接地されており、このセレクタ３５ｂの入力端子
ＬはＤＦＦ３５ａの出力端子Ｑに接続されている。
【０１５３】ここで、セレクタ３５ｂの入力端子ｉのレ
ベル（同期信号発生回路３３の同期信号のレベル）がセ
レクタ３５ｂの入力端子Ｈのレベルと同じのとき、セレ
クタ３５ｂは、入力端子Ｈのレベル（接地レベル）を有
する出力信号を左眼用シャッタ信号として発生する。ま
た、セレクタ３５ｂの入力端子ｉのレベルがセレクタ３
５ｂの入力端子Ｌのレベルと同じのとき、セレクタ３５
ｂは、入力端子Ｌのレベル（ＤＦＦ３５ａの出力端子Ｑ
の出力信号のレベル）を有する出力信号を上記左眼用シ
ャッタ信号として発生する。セレクタ３５ｂの左眼用シ
ャッタ信号はシャッタ部４１に印加される。
【０１５４】また、セレクタ３５ｃは、その入力端子ｉ
にて、同期信号発生回路３３の出力端子に接続されてい
る。また、セレクタ３５ｃの入力端子Ｈは接地されてお
り、このセレクタ３５ｃの入力端子ＬはＤＦＦ３５ａの
出力端子バーＱに接続されている。
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【０１５５】ここで、セレクタ３５ｃの入力端子ｉのレ
ベル（同期信号発生回路３３の同期信号のレベル）がセ
レクタ３５ｃの入力端子Ｈのレベルと同じのとき、セレ
クタ３５ｃは、入力端子Ｈのレベル（接地レベル）を有
する出力信号を右眼用シャッタ信号として発生する。ま
た、セレクタ３５ｃの入力端子ｉのレベルがセレクタ３
５ｃの入力端子Ｌのレベルと同じのとき、セレクタ３５
ｃは、入力端子Ｌのレベル（ＤＦＦ３５ａの出力端子バ
ーＱの出力信号のレベル）を有する出力信号を上記右眼
用シャッタ信号として発生する。セレクタ３５ｃの右眼
用シャッタ信号はシャッタ部４２に印加される。その他
の構成は上記第１実施形態と同様である。
【０１５６】このように構成した本第５実施形態におい
ては、液晶シャッタ駆動回路３５が同期信号発生回路３
３の同期信号に基づき、図２７にて示すようなタイミン
グにて矩形波状の左眼用及び右眼用の各シャッタ信号を
発生する。
【０１５７】このため、シャッタ部４１が、左眼用シャ
ッタ信号の立ち上がりにて開き立ち下がりにて閉じる。
一方、シャッタ部４２が、右眼用シャッタ信号の立ち上
がりにて開き立ち下がりにて閉じる。
【０１５８】これにより、走査電極Ｙ１（１）及び走査
電極Ｙ２（１）に画像が表示され始めてから、走査電極
Ｙ１（ｎ）及び走査電極Ｙ２（ｎ）の画像が消去される
までの時間（図２７の期間ｂ）だけ、両シャッタ部４
１、４２が閉じ、その他の時間では、両シャッタ部４
１、４２が交互に閉じるように液晶シャッタ眼鏡４０が
駆動される。
【０１５９】このため、上記第１実施形態にて述べた液
晶パネル１０の上下両縁のクロストーク領域が、両シャ
ッタ部４１、４２の閉成により見えなくなる。このこと
は、上記上下両縁のクロストーク領域が黒色に見えるこ
とを意味する。その結果、上記第１実施形態にて述べた
と実質的に同様の作用効果を達成できる。
（第６実施形態）図２８及び図２９は、本発明の第６実
施形態を示している。この第６実施形態では、両走査電
極駆動回路７０ｅ、７０ｆが、図２８にて示すごとく、
上記第１実施形態にて述べた両走査電極駆動回路７０
ａ、７０ｂに代えて採用されている。
【０１６０】各走査電極駆動回路７０ｅ、７０ｆは、図
２８にてにて示すごとく、各走査電極駆動回路７０ａ、
７０ｂにおいて、ＡＣＣ信号（図２９参照）が、ＳＣＣ
信号に代えて、各２ｂｉｔレジスタＲＹ１乃至ＲＹｎに
入力され、かつ、各２ｂｉｔレジスタＲＺ１乃至ＲＺｎ
が各デコーダ回路ＤＹ１乃至ＤＹｎと各２ｂｉｔレジス
タＲＹ１乃至ＲＹｎとの間に接続されてＳＣＣ信号（図
２９参照）を入力されるように構成されている。
【０１６１】ここで、本第６実施形態では、上記第１実
施形態にて述べた走査制御回路３１（図６参照）が、上
記ＳＣＣ信号の１パルスごとに、２パルスのＡＣＣ信号
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をＳＣＣ信号の立ち下がり中において発生するようにな
っている（図２９参照）。これにより、各２ｂｉｔレジ
スタＲＺ１乃至ＲＺｎは、ＳＣＣ信号の入力毎に、対応
の各２ｂｉｔレジスタＲＹ１乃至ＲＹｎからの２ｂｉｔ
データを２回ずつ対応の各デコーダ回路ＤＹ１乃至ＤＹ
ｎに出力する。その他の構成は上記第１実施形態と同様
である。
【０１６２】このように構成した本第６実施形態におい
ては、上述のごとく、ＳＣＣ信号の１パルスごとに、２
パルスのＡＣＣ信号が発生するため、上記第１実施形態
とは異なり、両走査電極Ｙ１（１）、Ｙ１（２）（又は
両Ｙ２（１）、Ｙ２（２））、両走査電極Ｙ１（３）、
Ｙ１（４）（又は両Ｙ２（３）、Ｙ２（４））、両走査
電極Ｙ１（５）、Ｙ１（６）（又は両Ｙ２（５）、Ｙ２
（６））、・・・毎に、走査電圧が書き込み電圧、保持
電圧、消去電圧として印加されることになる。
【０１６３】このため、各液晶パネル部１０Ａ、１０Ｂ
は、共に、両走査電極毎（２行毎）に表示することとな
る。その結果、上記第１実施形態の場合の１／２の時間
で、液晶パネル部１０Ａ又は１０Ｂの全走査電極の走査
がなされ、フレーム周波数を上記第１実施形態の場合に
比べて２倍にすることができる。その他の作用効果は上
記第１実施形態と同様である。
（第７実施形態）図３０乃至図３３は、本発明の第７実
施形態を示している。この第７実施形態においては、上
記第１実施形態にて述べた両信号電極駆動回路８０ａ、
８０ｂにおいて、各デコーダＤＸ１乃至ＤＸｍが、上記
第１実施形態にて述べた信号制御回路３２から、同期信
号の立ち上がり及び立ち下がり前の（ｋ－１）Δｔの間
だけ、付加的に発生されるＲＳＴ信号（図３２参照）に
よっても制御されるようになっている。但し、同期信号
の立ち上がり及び立ち下がり前の（ｋ－１）Δｔの間の
時間は、（ｎ－１＋ｋ）行目の画像データからｎ行目の
画像データが出るまでの間（図３３参照）に相当し、こ
の間だけＲＳＴ信号をハイレベルにすることで、白い画
像を表示するようにしてある。
【０１６４】ここで、各デコーダＤＸ１乃至ＤＸｍの一
つであるデコーダＤＸ１を例にとり説明すると、図３１
では、上記第１実施形態にて述べたデコーダＤＸ１にお
いて、その論理回路８１を構成する各Ｄ型フリップフロ
ップが、ＲＳＴ信号によりセットされて、出力端子Ｑか
らハイレベルの出力信号を発生する。なお、論理回路８
１を構成する各Ｄ型フリップフロップは、ＲＳＴ信号の
ローレベル時に、ＬＣＫ信号の立ち上がりに応答して、
入力端子Ｄへの入力のレベルにて、出力端子Ｑから出力
信号を発生する。その他の構成は上記第１実施形態と同
様である。
【０１６５】このように構成した本第７実施形態によれ
ば、図３２から分かるように、上記第１実施形態にて述
べた上下両縁の各クロストーク領域において、左眼用及
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び右眼用の両画像が共に同じ白画像が表示される。この
ため、左眼及び右眼にて同じ白画像が見えることにな
る。このことは、クロストークが実質的に見えなくなる
ことを意味する。
（第８実施形態）次に、本発明に係る立体表示装置の第
８実施形態を図３４に基づいて説明する。この第８実施
形態では、立体表示装置が、上記各実施形態にて述べた
デュアルスキャン方式の立体表示装置とは異なり、シン
グルスキャン方式のものが採用されている。従って、本
第８実施形態では、上記各実施形態にて述べた液晶パネ
ル１０は、上側及び下側の両パネル部１０Ａ、１０Ｂに
分割することなく、全体として一方向に向け走査される
液晶パネルとして採用されている。
【０１６６】ここで、上述のごとく、液晶パネル１０に
おいては、反強誘電性液晶１０ｃは、図１５にて示すよ
うな二重ヒステリシス特性からなる透過率－電圧特性を
有する。このような反強誘電性液晶１０ｃを有する液晶
パネル１０の駆動は、保持期間において、通常、図３４
にて実線Ｔ１により示す透過率強度となるように当該図
３４にて示す正の保持電圧ＶＨＰ（又は負の保持電圧Ｖ
ＨＮ）を液晶パネル１０に印加することで行う。
【０１６７】しかし、正の保持電圧ＶＨＰ（又は、負の
保持電圧ＶＨＮ）が、上記透過率－電圧特性の正極性
（又は、負極性）にて存在するヒステリシス領域内に設
定されているため、図３４にて実線Ｔ１により示す光学
応答波形からも明らかなように、選択期間に書き込まれ
た画像が、保持期間の間、保持される。このことは、選
択期間後に消去期間がくるまでは、画像が保持され、ク
ロストークが発生することを意味する。
【０１６８】そこで、本第８実施形態では、本発明者等
は、上述のような保持電圧で発生するクロストークを低
減乃至抑制するため、以下のような対策を施した。
【０１６９】即ち、図３４にて示す正の保持電圧ＶＨＰ
（又は、負の保持電圧ＶＨＮ）は、上述のように、選択
期間で書き込まれた画像を次の信号がくるまで保持する
目的で、上記透過率－電圧特性の正極性（又は負極性）
にて存在するヒステリシス領域内に設定されている。
【０１７０】これに対して、本発明者等は、クロストー
クを気にならなくし得る程度に、書き込み画像の保持率
を低減することにつき検討してみた。ここで、保持率を
零にすると、書き込み画像の輝度が著しく低下して、観
察者が見る立体像が暗くなってしまう。このため、書き
込み画像の輝度もできるだけ確保する必要がある。この
ような観点から、画像が液晶パネル１０の画面の半分ま
で書き込まれたときに、１ライン目の輝度を通常の場合
の半分まで低減することを考えた。
【０１７１】具体的には、図１５及び図３４にて示すよ
うに、上記透過率－電圧特性の正極性側では、上記正の
保持電圧ＶＨＰに代えて、正の閾値電圧ＶｔｈＰよりも
低い正のクロストーク抑制電圧ＶＣＰを印加するように
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した。一方、上記透過率－電圧特性の負極性側では、上
記負の保持電圧ＶＨＮに代えて、負の閾値電圧ＶｔｈＮ
よりも高い負のクロストーク抑制電圧ＶＣＮを印加する
ようにした。
【０１７２】但し、正の閾値電圧ＶｔｈＰは、反強誘電
性液晶１０ｃへの印加電圧を０Ｖから正の電圧ＶＷＰま
で上昇させた後、当該印加電圧を徐々に低下させていっ
たときに反強誘電性液晶１０ｃの透過率が低下し始める
点の値を示す。一方、負の閾値電圧ＶｔｈＮは、反強誘
電性液晶１０ｃへの印加電圧を０Ｖから電圧ＶＷＮまで
低下させた後、当該印加電圧を徐々に上昇させていった
ときに反強誘電性液晶２０ｃの透過率が低下し始める点
の値を示す。
【０１７３】上述のように、正のクロストーク抑制電圧
ＶＣＰ（又は、負のクロストーク抑制電圧ＶＣＮ）を正
の保持電圧ＶＨＰ（又は、負の保持電圧ＶＨＮ）に代え
て印加することで、反強誘電性液晶１０ｃの透過率強度
は、保持期間において、図３４にて二点鎖線Ｔ２により
示すごとく傾斜状に低下させることができた。このこと
は、保持期間において保持される書き込み画像の輝度
が、その最大値の約半分に低下することを意味する。
【０１７４】このため、一度映像データを書き込まれた
画素の輝度は、次の映像データの書き込みまでに、１０
０％の状態を保持されることなく、低下する。その結
果、クロストーク抑制期間における保持データの明るさ
が著しく低下するので、観察者により視認されるクロス
トークの度合いが著しく抑制される。よって、観察者が
液晶パネル１０の表示画像を立体視するにあたり、クロ
ストークが気になることがない。
（第９実施形態）図３５は本発明の第９実施形態を示し
ている。この第９実施形態では、上記第８実施形態のよ
うに正の保持電圧ＶＨＰ（又は、負の保持電圧ＶＨＮ）
に代えて正のクロストーク抑制電圧ＶＣＰ（又は、負の
クロストーク抑制電圧ＶＣＮ）を採用するのではなく、
正の保持電圧ＶＨＰ（又は、負の保持電圧ＶＨＮ）をそ
のままとし、保持映像データの消去時期を早めるよう
に、保持期間を短くして消去期間を長くしてある。
【０１７５】具体的には、図３５にて例示するごとく、
保持期間が、図示符号ｔｓにて示す時期まで短くされ
て、保持映像データの消去時期を早めている。その他の
構成は、上記第８実施形態と同様である。
【０１７６】このように構成した本第９実施形態におい
ては、上述のように保持映像データの消去時期を早める
ことで、反強誘電性液晶１０ｃの透過光強度の低下開始
時期が、図３５にて図示実線Ｔ１の時期（図３５の保持
期間の図示実線による終了時期に対応）から図示二点鎖
線の時期Ｔ３（図３５の保持期間の図示二点鎖線による
終了時期ｔｓに対応）まで早められる。
【０１７７】これにより、具体的には、液晶パネル１０
の画面の約半分の書き込み時点において、既に書き込み
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済みの映像データが１ライン目から消去する。つまり、
本第９実施形態では、走査線の数が２２０本なので、１
ライン目から１１０ライン目まで左眼用画像データが線
順次により書き込まれ、１１１ライン目の書き込み時期
において、１ライン目の書き込み画像データが消去期間
に入ることになる。
【０１７８】その後、次の書き込みと共に２ライン目、
３ライン目が順次消去期間に入る。即ち、左眼用画像デ
ータが最終ライン目（２２０ライン目）まで書き込ま
れ、右眼用画像データが１ライン目から書き込まれると
きには、左眼用画像の上半分は黒表示になっている。ま
た、右眼用画像データが１ライン目から書き込まれる
と、１１１ライン目の左眼用画像が消去される。これに
より、クロストークが抑制され、上記実施形態と同様の
作用効果を達成できる。
（第１０実施形態）図３６は本発明の第１０実施形態を
示している。この第１０実施形態では、図３６にて示す
ごとく、上第８記実施形態にて述べたように保持電圧Ｖ
ＨＰ（又は、保持電圧ＶＨＮ）に代えてクロストーク抑
制電圧ＶＣＰ（又は、クロストーク抑制電圧ＶＣＮ）を
採用し、かつ、クロストーク抑制期間（保持期間）を上
記第９実施形態にて述べたと同様に、保持映像データの
消去時期を早めるように短くして消去期間を長くしてあ
る。その他の構成は、上記第８実施形態と同様である。
【０１７９】このように構成した本第１０実施形態にお
いては、上述のように保持映像データの消去時期を早め
ることで、反強誘電性液晶１０ｃの透過光強度の低下開
始時期が、図３６にて図示実線Ｔ１の時期（図３５の保
持期間の図示実線による終了時期に対応）から図３６に
て図示二点鎖線Ｔ４の時期（図３５の保持期間の図示二
点鎖線による終了時期ｔｓに対応）まで早められる。
【０１８０】これにより、上記第８及び第９の両実施形
態にて述べた両作用効果の相乗効果が得られる。即ち、
液晶パネル１０の表示画像は、消去期間において、上記
第８或いは第９の実施形態の場合よりも暗くなるため、
クロストークの抑制は上記第８或いは第９の実施形態に
比べてさらに向上する。その結果、観察者は、クロスト
ークをさらに気にする度合いを少なくしつつ、さらに良
好に立体視をなし得る。
【０１８１】なお、本発明の実施にあたり、上記第７実
施形態にて述べた場合と異なり、外部回路２０からのビ
デオ信号が、上述した（ｎ－１＋ｋ）行目の画像データ
からｎ行目の画像データまでにつき、左眼用右眼用画像
データを同一にしておくことによっても、上記第７実施
形態と同様の作用効果を達成できる。
【０１８２】また、本発明の実施にあたり、上記第８、
第９及び第１０実施形態にて述べたようにシングルスキ
ャン方式の立体表示装置に限ることなく、当該第８、第
９及び第１０実施形態にて述べた立体表示装置をデュア
ルスキャン方式のものとして適用してもよい。
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【０１８３】また、本発明の実施にあたり、液晶パネル
の液晶は、反強誘電性液晶に限ることなく、強誘電性液
晶等のスメクチック液晶その他各種の液晶であってもよ
い。
【０１８４】また、本発明の実施にあたり、立体表示装
置の表示素子は、液晶パネルに限ることなく、これに代
えて、マトリクス表示可能なＥＬパネル（エレクトロル
ミネセンスパネル）を採用しても、上記各実施形態と同
様の作用効果を達成できる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明に係る立体表示装置の第１実施形態を示
すブロック図である。
【図２】図１にて２－２線に沿う断面図である。
【図３】図１にて３－３線に沿う断面図である。
【図４】図１の下側パネル部の画素の模式的例示図であ
る。
【図５】図１の上側パネル部の画素の模式的例示図であ
る。
【図６】図１のコントロール回路の詳細ブロック図であ
る。
【図７】図１の走査電極駆動回路の詳細図回路図であ
る。
【図８】図７のデコーダ回路の詳細回路図である。
【図９】図１の信号電極駆動回路の詳細回路図である。
【図１０】図９のデコーダ回路の詳細回路図である。
【図１１】上記第１実施形態における同期信号発生回路
の同期信号による液晶シャッタ眼鏡の開閉タイミング及
び液晶パネルの表示タイミングを示すタイミングチャー
トである。
【図１２】図７の走査電極駆動回路の動作を説明するた
めのタイミングチャートである。
【図１３】図９の信号電極駆動回路の動作を説明するた
めのタイミングチャートである。
【図１４】上記第１実施形態における画素Ｇｉ，１が明
表示の場合の駆動波形を示すタイミングチャートであ
る。
【図１５】上記第１実施形態における液晶パネルの反強
誘電性液晶の透過率と印加電圧との関係を示す特性図で
ある。
【図１６】上記第１実施形態における液晶パネルの反強
誘電性液晶に対する印加電圧の波形及び透過率強度を示
すタイミングチャートである。
【図１７】上記第１実施形態における液晶パネルの表示
面における画像表示をクロストーク領域との関連で示す
説明図である。
【図１８】本発明の第２実施形態における同期信号発生
回路からの同期信号との関連で液晶パネルの表示タイミ
ング及び液晶シャッタ眼鏡の開閉タイミングを示すタイ
ミングチャートである。
【図１９】上記第２実施形態における液晶パネルの表示
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面における画像表示をクロストーク領域との関連で示す
説明図である。
【図２０】本発明の第３実施形態を示す要部回路構成図
である。
【図２１】上記第３実施形態におけるタイミングチャー
トで同期信号発生回路の同期信号による液晶シャッタ眼
鏡の開閉タイミング及び液晶パネルの表示タイミングを
示すタイミングチャートである。
【図２２】本発明の第４実施形態を示す液晶シャッタ眼
鏡の部分破断裏面図である。
【図２３】図２２の液晶シャッタ眼鏡が傾斜した状態を
示す部分破断裏面図である。
【図２４】図２２の液晶シャッタ眼鏡の側面図である。
【図２５】図２２の液晶シャッタ眼鏡の液晶パネルの端
面図である。
【図２６】本発明の第５実施形態を示す要部回路構成図
である。
【図２７】上記第５実施形態におけるタイミングチャー
トで同期信号発生回路の同期信号による液晶シャッタ眼
鏡の開閉タイミング及び液晶パネル１０の表示タイミン
グを示すタイミングチャートである。
【図２８】本発明の第６実施形態を示す要部回路構成図
である。
【図２９】図２８の走査電極駆動回路の動作を説明する
ためのタイミングチャートである。
【図３０】本発明の第７実施形態を示す信号電極駆動回
路の構成図である。
【図３１】図３０のデコーダ回路の詳細回路図である。
【図３２】上記第７実施形態における同期信号発生回路
の同期信号による液晶シャッタ眼鏡の開閉タイミング及*
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*び液晶パネルの表示タイミングを示すタイミングチャー
トである。
【図３３】上記第７実施形態の走査電極駆動回路の動作
を説明するためのタイミングチャートである。
【図３４】本発明の第８実施形態における液晶パネルの
反強誘電性液晶に対する印加電圧の波形及び透過率強度
を示すタイミングチャートである。
【図３５】本発明の第９実施形態を示す反強誘電性液晶
に対する印加電圧の波形及び透過率強度を示すタイミン
グチャートである。
【図３６】本発明の第１０実施形態を示す反強誘電性液
晶に対する印加電圧の波形及び透過率強度を示すタイミ
ングチャートである。
【図３７】従来の立体表示装置における光学系を模式的
に示す図である。
【図３８】従来の立体映像表示装置における画像データ
の書き換え周期、理想的書き換え及び線順次走査の場合
の過程を説明する図である。
【符号の説明】
Ｘ１（１）乃至Ｘ１（ｍ）、Ｘ２（１）乃至Ｘ２（ｍ）
…信号電極、Ｙ１（１）乃至Ｙ１（ｍ）、Ｙ２（１）乃
至Ｙ２（ｍ）…走査電極、１０…液晶パネル、１０Ａ…
下側パネル部、１０Ｂ…上側パネル部、２０…外部回
路、３０…コントロール回路、３１…走査制御回路、３
２…信号制御回路、３３…同期信号発生回路、３４、３
５…液晶シャッタ駆動回路、４０、９０…液晶シャッタ
眼鏡、５０、６０…電源回路、７０ａ乃至７０ｆ…走査
電極駆動回路、８０ａ、８０ｂ…信号電極駆動回路、９
０ａ…眼鏡本体、９１…眼鏡部、９１ａ、９１ｂ、９２
ｂ、９３ｂ…開口部、９２、９３…回動部。

【図１】 【図２】

【図３】
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【図１１】

【図１２】

【図１７】 【図２３】
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【図１３】
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【図１６】
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【図１８】

【図１９】
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【図２１】

【図２７】
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【図２８】

【図２９】
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【図３０】
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【図３３】 【図３５】
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